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�
技術者以外の方は�

内部で作業を行わないでください。

このマークは、機器の内部に�
絶縁されていない「危険な電圧」が�
存在することを意味し、 感電の恐れが�
あることを警告しています。

取扱説明書のこのマークは、�
操作上の重要な注意や、�
メンテナンスの方法についての�
記述がなされていることを示します。�

安全上のご注意

1. 注意事項をよくお読みください：安全上、操
作上の指示は、必ず本製品のご使用の前にお読
みください。

2. このマニュアルを大切に保管してください：
将来、いつ必要になるか分かりません。

3. 警告にご注意ください：本製品のすべての警
告、操作上の注意に気をつけてください。

4. 指示をお守りください：安全上、操作上の指
示はどんな時にもお守りください。

5. 水分と湿気：Mackieの製品に水分を近付けな
いでください。バスタブ、洗面所、キッチンシ
ンク、洗濯機などのそば、湿気のある地下室、
プールサイドでの使用は避けてください。ペッ
トも近寄らせないでください。

6. 熱：暖房器具その他、熱源のそばに設置しな
いでください。

7. 電力源：本製品に、マニュアル（そして本
体）に記載されている電力源以外のものを接続
しないでください。

8. 電源コードの保護：電源コードが踏まれたり
引っ張られたりすることがないように設置して
ください。特に接続部分とコンセントには十分
な注意を払ってください。

9. 異物や水分の混入：本製品に異物が混入した
り、水分をこぼして内部が濡れたりしないよう
気をつけてください。

10. 損傷時のリペアサービス：以下のような場
合、資格を持つサービススタッフ以外に本製品
の修理を依頼しないでください。

A. 電源コードやプラグを破損した場合

B. 本機の上に何かを落とした場合、また
は水分が本機に混入した場合

C. 本機が雨に晒されてしまった場合

D. 本機が正常に作動しない場合、または
動作に異変が見られる場合

E. 本機を落としてしまった場合、または
本機のシャーシが損傷した場合

11. 分解や修理：このマニュアルに記載されてい
ない改造や部品の交換や修理などを試みないで
ください。必ずMackieサービスセンターにご連
絡ください。

12. 感電を防ぐため、ブレード部分を露出させな
いでください。ブレード部分が完全に挿入され
ない延長コード、コンセントは使用しないでく
ださい。

13. グラウンド（アース）と極性：本製品のグラ
ウンドが適切なものとなるよう注意してくださ
い。

14.  本機は、カナダ通信局の電波妨害に関する規
定に定められたデジタル機器からの電波ノイズ
許容量、Class AあるいはClass Bを上回りませ
ん。

15. 事故や機器の損傷を避けるため、IEC 268-15A
規格で設計されたマイクとケーブルのみをお使
いください。

警告警告警告警告警告： 機器を雨、湿気に晒さないでください。
火災や感電の危険があります。

注意！�
感電の危険があります。�
開けないでください。

注意：感電の危険をさけるため�
カバー(または背面)を取り外さないでください。
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 すぐにでも1604-VLZ PROを試したいとお思い
ですか？マニュアルを読むのが面倒と思われて
いるかもしれません。いずれにしてもこのペー
ジだけは今すぐお読みください。以下のページ
はまた次の機会でも構いません。けれども必ず
お読みください。数々の重要な情報が記載され
ています。

重要なヒント

チャンネルとMAIN MIXフェーダーを「U（ユニ
ティーゲイン）」付近に設定すると最高の音質パ
フォーマンスが得られます。
1604-VLZ PROに接続を行う際には、MAIN MIX
フェーダーとCTL ROOM / PHONESノブを常に下
げておいてください。
電源を落とす際には、まずアンプの電源を先に
切ってください。電源を投入する際にはアンプの
電源を最後に入れてください。
外箱は保管しておきましょう。将来必要になる
かもしれません。新しい箱を買い直すこともあり
ません。

簡簡簡簡簡単単単単単なななななミミミミミキキキキキシシシシシンンンンングググググ
マイクとキーボードをお持ち

であれば、次の手順ですぐにミ
キシングを試すことが可能で
す：

1. マイクをチャンネル1のMICインプットに接
続します。

2. 1604-VLZ PROの電源を投入します。

3. レベルの調整（ ）を実行してください。

4. MAIN OUT端子とアンプを接続します。

5. アンプとスピーカーを接続し、アンプの電
源を投入します。

6. チャンネル1のフェーダーを「U」の位置に設
定します。

7. チャンネル1のL-Rスイッチを押し込みます。

8. MAIN MIXフェーダーを約1/4まで上げます。

9. カナリアのように歌ってみましょう！

10. キーボードをチャンネル3-4に接続します。

11. チャンネル3のPANノブを左に、チャンネル
4のPANノブを右に振り切ってください。

12. これらのチャンネルのフェーダーを「U」の位
置に設定します。

13. レベル設定の手順 を実行してください。

14. これらのチャンネルのL-Rスイッチを押し込
みます。さあ、演奏してみましょう。

15. ワイルドな演奏、そして美声 ！あなたの初
めてのミックスです。

必ずお読みください。必ずお読みください。必ずお読みください。必ずお読みください。必ずお読みください。

Part No. 820-034-01 Rev. B  02/2000
©2000 Mackie Designs Inc. All Rights Reserved.

     レレレレレベベベベベルルルルル設設設設設定定定定定ののののの手手手手手順順順順順
経験豊富なプロの方々へ：「クリップのライ
トが点灯するまでレベルを上げ、そこから少し
だけ戻す」という手法を使用しないでくださ
い。Mackie Designsのミキサーでのクリップラ
イトの点灯は、本当にクリップが生じることを
意味します。
 以下の手順は非常に有効です。低ノイズとゆ
とりのあるヘッドルームをお約束します。
適切なレベル設定を耳で確認する必要はあり
ませんが、試聴を望まれるならヘッドフォンを
PHONES端子に接続し、C-R PHONESノブを
約1/4まで上げてください。
チャンネルごとに次の手順を行います。

1. TRIM、AUX センドとフェーダーを完全に
下げます。

2. 1-2、3-4 そしてL-R チャンネルのアサイン
スイッチがすべてオフ（押し込まれていな
い状態）になっていることを確認します。

3.  EQ ノブをセンターに設定します。

4. 信号ソースをMICまたはLINEチャンネルイ
ンプットに接続します。

5. SOLOスイッチを押し込み、オンにします。

6. アウトプットセクションのMODEスイッチ
を押してLEVEL SET (PFL)に設定します。
LEVEL SET LEDが点灯します。

7. 何かを演奏してインプットに信号を送りま
す。通常の使用状態と同等のレベルを入力
してください。

8. 現在のチャンネルのTRIMコントロールを
調整し、LEDメーターの表示が「0」の周辺
で安定することを確認します（ここではレ
ベルメーターの左側のみが作動します）。

9. EQ処理を加える場合には、この時点で設定
し、前の手順に戻ります。

10. チャンネルのSOLOスイッチをもう一度押
してオフにします。

11. 1から16チャンネルすべてに対して以上の
手続きを実行します。

保険請求やテクニカルサポート、返品などに
備えて以下の欄にシリアル番号、ご購入店、ご
購入日をお控えください。
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この度はMackie Designsのプロフェッショナル
コンパクトミキサー1604-VLZ PROをお選び頂き
誠にありがとうございました。1604-VLZ PROは
我々の最新テクノロジーXDRTM 拡張ダイナミッ
クレンジシステムによるスタジオ仕様のプリア
ンプを搭載しています。以下のような特長を備
えています：
・0から60dBまでの幅広いレンジ
・+22 dBuラインシグナル処理対応
・130 dBダイナミックレンジ
・全高調波歪率0.0007%以下、 20Hzから20kHz
・電波干渉防止設計DCパルストランス
・Made in Woodinville, Washington, USA！
これらの性能を存分にご活用ください。この
マニュアルはそのための手引きとなることで
しょう。

このマニュアルの読み方このマニュアルの読み方このマニュアルの読み方このマニュアルの読み方このマニュアルの読み方
多くの方々はすぐにでも1604-VLZ PROを使用
したいとお思いでしょう。目次の後のページに
はいくつかの一般的な接続例を掲げてありま
す。レコーディングまたはミックスダウン、ビ
デオ、DJ、ステレオPAシステム、それぞれの作
業における典型的な接続例を示しています。
本書では1604-VLZ PRO における機能をセク
ションごとにミキサーのトップパネルからリア
パネルまで、その配置の順番に従って説明して
います。ミキサーは3つの独立したゾーンによっ
て構成されています。最初の3章は、これらの
ゾーンについての記述です。

1. パッチベイ：ミキサー前面から背面にかけて
の数多くの端子群です。

2. チャンネルストリップ：前面左側の16チャン
ネルの列を意味します。

3. アウトプットセクション：前面右側に位置し
ています。

1604-VLZ PRO本体に見られるコントロールの
名称は、「この場合、RUDE SOLO RIGHTが点滅
します。」のように大文字（中ゴシック体）で記さ
れています。機能を調べるときに文中でお探しく
ださい。
以下の3章では、個々の機能に番号が振られた
イラストが示されています。機能について確認
する場合はイラストを参照し、近くの記述の中
から（または目次を利用して）その番号をお探し
ください。
また以下のように、文中で参照先を示してい
る場合があります。例えば 「自作ケーブルの接続
法： 」などがカッコで括られてあった場合、そ
の番号の記述もご参照ください。

左のアイコンは重要な情
報、または1604-VLZ PROに
特有の機能についての説明を
示すものです。使用に先立ち
必ず目を通し、覚えておくよ

うにしておきましょう。 テストに出題されるで
しょう！点数は永久に記憶されるかもしれませ
ん！

左のアイコンは機能の詳細と
実践的なテクニックを示すもの
です。必ず目を通さなければな
らないというものではありませ
んが、有用な情報を含んでいま
す。

用語集：用語集：用語集：用語集：用語集：
初心者のための専門用語解説初心者のための専門用語解説初心者のための専門用語解説初心者のための専門用語解説初心者のための専門用語解説
巻末の付録 は、プロフェッショナルなオー
ディオの技術用語を分かりやすく解説した用語
集です。「クリッピング」や「ノイズフロア」、「ア
ンバランス型」などの用語があなたを混乱させた
ようなときに開いてみてください。疑問点が素
早く解決するかもしれません。

接続接続接続接続接続
付録 は、端子の接続についての記述です。

XLRコネクタ、バランス型コネクタ、アンバラ
ンス型コネクタ、特殊ハイブリッドコネクタの
接続について説明しています。

電電電電電源源源源源、、、、、ケケケケケーーーーーブブブブブルルルルル、、、、、グググググラララララウウウウウンンンンンドドドドド
付録 では、マイク、機器の設置、アース、

バランスとアンバランスなどについて、いくつ
かの実際的側面を論じています。初心者のみな
らず、経験あるプロフェッショナルにとっても
役立つ知恵を見つけることができるでしょう。

はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに

パッチベイパッチベイパッチベイパッチベイパッチベイ

チャンネルストリップチャンネルストリップチャンネルストリップチャンネルストリップチャンネルストリップ アウトプットアウトプットアウトプットアウトプットアウトプット
セクションセクションセクションセクションセクション
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 AUX RETURN （レベル）ノブ --------- 26
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 製品仕様 -------------------------------------- 32
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1604-VLZ PRO　8トラックレコーダーセッティング
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1604-VLZ PRO　ステレオPA
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1604-VLZ PRO　ビデオセッティング
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     ラララララッッッッックククククにににににマママママウウウウウンンンンントトトトト
1604-VLZ PROはコンパクトでプロフェッショ
ナルな品質のデスクトップミキサーですが、後
部のユニークな回転式インプットポッド（端子接
続部分）を取り外し、裏面に装着することによっ
てラックに収納することも可能です。
コンパクトミキサー業界を変革したこの「コン

バーチブルなポッド」は、クラシックな機材CR-
1604がオリジナルです。標準ドライバーを用いて
デスクトップモード（工場出荷時）からラックマウ
ントモードに組み立て直すことできました。
ご心配なく！この進化したモデル1604-VLZ
PROでもそれが可能です。ちゃんとしたドライ
バーならほんの数分の作業です。以下の手順に
従ってください。

1.ミキサーからすべてのケーブル（オーディ
オ、電源など）を抜いてください。

2.きれいで柔らかい表面（毛布やとても大きく
て賢い犬など！）の上に、ミキサーを裏返し
に置きます。

3.ケーブルカバー の4本のネジを回し、プ
レートを取り外します。

4.ミキサーのポッド側 に2本のネジを戻しま
す。

5.ミキサーの両脇でポッドを固定しているネジ
（2本づつ）を外します。

6.ミキサーのスロットから慎重にポッドを引き
抜き、回転してミキサー底部のラックマウン
トタブ にポッドのタブを挿入します。リボ
ンケーブルや電源コードを挟んだり引っ張っ
たりしないように注意してく
ださい。

7.挿入したタブを注意深くネジ
で止めます。

8.ミキサー付属品、ラックの耳
を取り付けます。上下どちら
の方向でも構いません。用途
に応じて選択してください。
では通常と同じように、ミ

キサーの表面はラックのレー
ルと同じ高さになります。
ではミキサーの表面がラック
の内部に沈んでノブ類が突出
しません。

ネジを�
取る�

ラックマウントの
タブスロット

プレートを外す�

ネジを
取り付ける�

�

ネジを
取る�

ノブが浮き出るマウント�

ポッドを
回転�

ネジを
取り付ける�

ノブが沈むマウント�

デスクトップでもラックマウントでも、オプ
ションのアクセサリROTOPOD-VLZを利用する
と、パッチベイの端子群をノブやボタンそして
フェーダーと同じ面にすることが可能です。
パッチの差し換えを頻繁に行う場合には非常に
有利です。外部パッチベイやパッチコードを購
入することを考えると大変お得です！詳細につ
いては販売店にご相談ください。送られてきた
のはCR-1604のものだった、なんてことのないよ
うに、必ず「VLZ」とご指定ください！（サポート
情報： ）
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マイク、ラインレベルのインストゥルメント
やエフェクト、ヘッドフォン、そしてサウンド
の最終的な出力先であるテープレコーダー、そ
してPAシステムなど、すべての端子はパッチベ
イ（ポッド）のインプットに接続されます。

E-Zインターフェース
レベル、バランスインピー
ダンス、極性などの設定が心
配ですか？1604-VLZ PROなら
心配ありません！ほとんどの
場所で自由にパッチを行うこ

とが可能です。以下にその理由を説明します。
･ すべての入出力端子はバランス仕様となって
います（インサート、ヘッドフォン、RCA端
子を除く）。

･ すべての入出力端子はアンバランスにも対応
しています（XLR端子を除く）。

･ すべての入力端子は現実的にどんな出力イン
ピーダンスにも対応しています。

･ 左右メインミックス出力は600オームの負荷
に対して28dBuを供給可能です。

･ 他のすべての出力は600オームの負荷に対し
て22dBuを供給可能です。

･ すべての出力は入力と同じ位相です。
お願いしたいのは、新たにソースを接続する
際にレベル設定の手順 を行うことだけです。
心配せずに、ミキシングを始めましょう！

 チャンネルのMIC/LINEインプット
オリジナルモデルである CR-1604には6つのマ
イク（ラインにも対応）チャンネルと10のライン
専用チャンネルが備えてありました。 その仕様
は多くの状況に対応するものでしたが、ライブ
サウンドデザイナーはXLR-10マイクインプット
追加モジュールを買わなければならない場合も
ありました。これからはそんなことはありませ
ん。新モデル1604-VLZ PROでは、すべてのチャ
ンネルに伝説的Mackie MIC / LINEインプット回路
が装備されています。あなたはすでにXLR-10を
手に入れたようなものです！

     パパパパパッッッッッチチチチチベベベベベイイイイイののののの詳詳詳詳詳細細細細細
 MIC インプット
スタジオの巨大なコンソール同様、私達もここ
にファンタム電源のバランス接続マイクインプッ
トを備えました。その理由も同じです。この種の
回路はハムとノイズ除去に優れています。標準
XLRタイプ（オス）の端子からであれば、ほとん
どすべてのマイクに対応しています。ただ、常
にレベル設定の手順 を実行してください。
ケーブルを自作する場合には以下のように接合
してください。（インプットからの信号経路につ
いて： ）

2

2

3 1

1

シールド�

コールド�

ホット�

シールド�

コールド�

ホット�

3

シールド�

コールド�
ホット�

3

2

1

ピン 1 = グラウンドまたはシールド
ピン 2 = プラス（＋またはホット）
ピン 3 = マイナス（－またはコールド）

プロ仕様のリボン、ダイナミック、コンデン
サーマイクは、このインプットを経由して入力さ
れ、素晴らしいサウンドを提供します。1604-VLZ
PROのマイクインプットでは、どのようなマイクも
オーバーロードせずに調整することが可能です。

 ファンタム電源
コンデンサーマイクの多くはファンタム電源
を必要とします。ミキサーがオーディオケーブ
ルを通じて低電流の直流電圧をマイクに供給す
る仕組みになっています（セミプロクラスのコン
デンサーマイクではバッテリーが備えてある場
合もあります）。1604-VLZ PROのファンタム電源
はリアパネルのPHANTOMスイッチ でグロー
バルに切り替えます。Shure社のSM57やSM58な
ど、外部電源を必要とせず、また、その影響も
受けることのないダイナミックマイクからは見
えない電源であることから「ファンタム（幻）」と
名付けられています。

UTILISE UN FUSIBLE DE RECHANGE DE MÊME TYPE. DEBRANCHER AVANT DE REMPLACER LE FUSIBLE
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絶対に安全であるという確信
がない限り、ファンタム電源
が供給されているMICイン
プットにはシングルエンド
（アンバランス）のマイクや

楽器やその他の機器を接続しないでください。

 LINE 入力
これらの1/4インチ端子はマイクプリアンプと回
路を共有しています（ファンタム電源を除く）。
これらのインプットは、TRIMノブ を調整する
ことにより60dBのゲインが獲得できるため、-
50dBといった低いレベルのインストゥルメント
から-10dBV～+4dBuレベルの操作まで、現実的
にほとんどのシグナルに対応しています。常に
レベル設定の手順 をご確認ください。（シグナ
ルのルーティングについて： ）
これらのインプットにバランスラインを接続
する際には、ステレオヘッドフォン端子によく
見られる 1/4インチチップリングスリーブ（TRS）
端子を使用してください。

チップ = プラス（＋またはホット）
リング = マイナス（－またはコールド）
スリーブ = シールドまたはグラウンド

これらのインプットにアンバランスラインを
接続する際には、1/4インチモノ（TS）フォンプラ
グまたは標準の楽器用ケーブルを使用してくだ
さい。

チップ = シグナル（+）
スリーブ = グラウンド

 TRIM
これらのコントロールはパッチベイセクション
には存在しません。チャンネルストリップの最上
段に位置しています。けれどもその目的はMICと
LINEインプット端子に深く結びついています。
これらの端子に接続を行う際には常にレベル設定
の手順 の実行が必要です。そしてその手順こそ
TRIMノブの基本的使用法なのです。
TRIMノブはMICとLINEインプットの入力感度
を調整します。外部からの信号を内部での適切
な操作レベルに調節するものです。

XLR端子（MIC）を経由した信号の場合、ノブを
最も左にした状態で0dB、右にした状態で60dBの
ゲインとなります。
1/4インチ端子（LINE）では、最小の状態で15dB
の減衰、フルにした状態で45dBのゲインとなり
ます。「U（ユニティーゲイン）」は10時の位置に
マークされています。
この15dBの減衰は、とてもホットなシグナル
を入力する場合や、EQを過激に使用する場合な
どにとても便利です。この「仮想パッド」は、そ
のような状況でのチャンネルクリッピングを未
然に防ぎます。

 INSERT
これらの1/4インチ端子は、シリアルエフェクト

（コンプレッサー、イコライザー、ディエッ
サー、フィルターなど： 参照）を接続する場所
です。 INSERTのポイントは、TRIMコントロー
ルの後、そしてチャンネルのEQ、LOW CUT、
フェーダーとミュートコントロールの前です。
インサートケーブルには以下のような配線が必
要です：

チップ�

このプラグをミキサーの�
チャンネルインサートジャックに接続� リング�

チップ�
リング�
スリーブ�

エフェクト機器へ�

エフェクト機器から�

（TRS プラグ）�

チップ = センド（エフェクトへ出力）
リング = リターン（エフェクトからの入力）
スリーブ = 共通グラウンド

1-8のチャンネルにはすでにDIRECT OUT端子
がありますが、 INSERT端子は、ポスト

TRIM、プリLOW CUT、プリEQのダイレクトア
ウトとしても使用できます。INSERTジャックに
は以下のように、3通りの使用法があります。

ダイレクト出力（マスターへの信号中断なし）�
最初にカチッと音がする所まで挿入�

インサートジャック�

インサートジャック�

インサートジャック�

ダイレクト出力（マスターへの信号は中断）�
2度、カチッと音がする所まで挿入�

エフェクトループとしての使用�
（チップ = センド、リング = リターン）�

モノプラグ�

モノプラグ�

ステレオプラグ�

PAN

AUX

3

1

2

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PRE

TRIM 1

SOLO

L - R

3–4

1–2

OL

-20

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

+15-15

U

+15-15

800

2k200

8k

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW
100

U

OO +15

1
MUTE

MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV

L R

OO

U

スリーブ�

チップ�

チップ�スリーブ�

チップ�

スリーブ�

スリーブ�

チップ�スリーブ�

チップ�

リング�

リング�

チップ�

スリーブ�
リング�
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 DIRECT OUT
1-8チャンネルのみに装備されています。これ
らの1/4インチ端子は、チャンネルの経路の末端で
シグナルを送ります（ポストTRIM、ポストEQ、
ポストLOW CUT、ポストフェーダー、ポスト
MUTE）。 スプリットモニタリングに重要な役割
を果たします。8トラックスタジオにパーフェク
トです！ （自作のケーブルについて： ）

 スプリットモニタリング
スプリットモニタリングの方法を説明しま
す。まず、最初の8チャンネルにサウンドソース
を接続します（ボーカルマイク、ドラムマイク、
キーボードのアウト、エフェクトのアウトな
ど）。チャンネルはサウンドを扱いますがアウト
プットには割り当てません。代わりにチャンネ
ルのDIRECT OUT端子から対応するマルチト
ラックのインプット（DIRECT OUT 1からマルチ
トラック1、2から2、3から3など）に送ります。
マルチトラックの録音待機設定に応じて、シグ
ナルは録音、または単にスルーされます。

マルチトラック
機器�

サウンドソース�

direct
アウト�

group
アウト�

1—8 9—16

マルチトラックのアウトプットは、1604-VLZ
PROの次の8つのLINEインプットに接続します
（マルチトラックのアウト1を9、2を10、3を11な
ど）。どうでしょう？チャンネル9のフェーダーの
下に「TRACK 1」、チャンネル10の下に「TRACK
2」とプリントされている理由がお分かり頂けまし
たか？これらのチャンネル（9-16）はミキサーのア
ウトプットセクションにアサインし、シグナルを
最終的な目的地（2トラックミックス、コントロー
ルルームシステム、ヘッドフォンなど）に送りま
す。

けれども1604-VLZ PROが4バスミキサーである
ことを忘れないでください。これらのバスはSUB
OUT に通じているので、ダイレクトアウトを
使用しなくてもチャンネルをマルチトラックに送
ることが可能です。
例えば、1つのチャンネルがSUB OUT 1にアサ

インされているとします。SUB OUT 1のアウト
プットはマルチトラックのインプット1にパッチ
ングされているとしましょう。そしてマルチト
ラックのアウトプット1からミキサーのチャンネ
ル9に戻します。これで同じことが可能です。
4つのSUB OUTから8トラックのマルチに信号
を供給する場合には、Y字型ケーブルを使用しま
す。SUB OUT 1からトラック1と5へ、2から2と6
へ、3から3と7へ、4から4と8へ送ります。 レコー
ドモードのトラックは信号を録音し、セーフモー
ドのトラックは信号をパスします。
ヒント：パッチングし直さずに任意のチャンネ
ルを任意のトラックにアサインすることが可能で
す。複数のチャンネルを1つのトラックにアサイ
ンしてそのサブグループ の全体的レベルをコ
ントロールします。トラックのバウンスには必要
不可欠な機能です。
おそらくベストなのは2つの方法のコンビネー
ションでしょう。SUB OUTから複数チャンネル
のサブミックス（ドラムセットなど）をいくつかの
トラックに送り、DIRECT OUTは単一チャンネル
の信号（ベースなど）に使用します。
ここでのポイントは、ソースチャンネル（1-8）
を直接聞くことはないということです。あなたが
聞くのはモニターチャンネル（9-16）で、それらは
マルチトラックを聞き、マルチトラックはソース
を聞く、ということです！その主要な利点は、一
度セットアップすればマルチトラックのパッチを
何度も変更しなくて済むこと、そして信号がマル
チトラックに送られていることが明白に分かると
いうことです。
マルチトラックとの接続のもう1つのメソッド
は「インラインモニタリング」と呼ばれるもので
す。これにはMackieの8バスシリーズのようなミ
キシングコンソールが必要です。各チャンネルは
実際には2系統のチャンネルで、1つにマイクまた
はライン信号、もう1つにマルチトラック出力が
流れます。

 AUX SEND アウトプット
これらの1/4インチ端子は通常パラレルエフェク
ト のインプット、またはステージモニターの
アンプ入力に接続されます。（接続について：
、ケーブルについて： ）
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エフェクト接続：
シリアル vs パラレル
これまでシリアル、パラレルという言葉を無用
意に使ってきました。ここで用語をきちんと説明
しましょう。
シリアル接続とは、信号全体がミキサーのIN-
SERTセンドからエフェクトデバイスに送られ、
INSERTリターンから戻される接続を意味してい
ます（コンプレッサーやリミッター、グラフィッ
クイコライザーなど）。ラインレベルの信号はミ
キサーの前であるいは後ろでシリアルエフェク
トデバイスに接続することが可能です。
一方パラレルではミキサーのシグナルの一部
がデバイスに送られます（AUX SEND経由）。処
理された信号は再びミキサーに戻り（AUX RE-
TURN経由）、オリジナルの信号すなわち「ドライ
シグナル」にミックスされます。この方法では、
複数のチャンネルが1つのデバイスを共有するこ
とが可能です。例：リバーブ、デジタルディレ
イなど。

 AUX RETURN インプット
パラレルエフェクト機器（または他のオーディ
オソース）を接続します。市場に流通しているほ
とんどのプロ仕様のエフェクトを接続すること
が可能です。（接続について： 、 ケーブルにつ
いて： ）

モノ出力（1本の出力ケーブル）のエフェクトを
使用する場合、ケーブルはAUX RETURN 1のLに
接続し、Rには何も接続しないでください。この
方法で信号は両サイドに送られ（魔法のよう
に！）、センターにモノ信号として現れます。

 SUB OUT
これらの1/4インチ端子は、通常マルチトラック

デッキのインプットに接続します。複雑なシス
テムでは二次的アンプに接続します。（接続につ
いて： 、ケーブルについて： ）

ダブルバッシング？
4つの端子で8トラックをうならせることは可
能でしょうか？4つのSUB OUTから8トラック
デッキに信号を供給するには4本のY字型ケーブ
ルを使用します：
･ SUB OUT 1をトラック1と5へ
･ SUB OUT 2をトラック2と6へ
･ SUB OUT 3をトラック3と7へ
･ SUB OUT 4をトラック4と8へ
レコードモードのトラックは信号を受け入
れ、セーフモードのトラックは信号を録音しま
せん。簡単でしょう？

UTILISE UN FUSIBLE DE RECHANGE DE MÊME TYPE. DEBRANCHER AVANT DE REMPLACER LE FUSIBLE
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この方法は他のミキサーに
見られるダブルバス機能と
まったく同じです。ビルドイ
ンのダブルバス機能とは、Y字
型コードがリアパネルに接続

される代わりにミキサー内部に収納された こと
に他なりません。本機にそれだけのスペースがあ
れば、そうしたかもしれませんが・・・。音の面
では何ら違いはありません。
Y字型コードについて：ヘッドフォン端子を2つ

のチャンネルに分岐するアダプタは使用しないで
ください。単一の信号を2つに分岐するもの、すな
わちソースプラグのチップが分岐した両方のチッ
プに信号を供給するものを使用してください。

 C-R OUT（コントロールルームアウト）
この1/4インチ端子は、通常コントロールルーム

のアンプまたはヘッドフォンアンプに接続されま
す。（接続について： 、ケーブルについて： ）

 PHONES アウトプット
1604-VLZ PROの ステレオ 1/4イ ン チフォン

ジャックには市販のヘッドフォンを使用できま
す。とても大きな音量が可能です。携帯用のもの
でも適切なアダプタがあれば使用できます（接続
について： ）。この端子用のケーブルを自作す
る場合は以下のように標準的な配線を行ってくだ
さい。

チップ = 左チャンネル
リング = 右チャンネル
スリーブ = 共通グラウンド

注意：ヘッドフォンアンプの
音が大きいというのは、決し
て誇張ではありません。過度
に大きな音量は耳に深刻なダ
メージを与えかねません。イ

ヤフォンによっては中間の設定でも痛いほどの
音量となります。ご注意ください。
ヘッドフォンを接続する前には、必ずCTL
ROOM / PHONESノブをオフに設定してくださ
い。ヘッドフォンをかぶってから少しずつ大き
くしていきましょう。何故でしょう？「聞く耳を
持たずにして一人前にはなれず」です！

 TAPE OUTPUT
アンバランスRCA端子のTAPE OUTPUTは、

MAIN MIXを出力します。PAと同時にレコーディ
ングする場合などにとても便利です。2トラック
レコーダーのインプットに接続してください。
（このアウトプットにシグナルを接続する： ）
モノアウト： テープデッキその他へモノ信号
を出力する場合、単に1/4インチMONOアウトプッ
ト を使用します。または市販RCAのY字型コー
ドを使用してTAPE OUTPUTをミックスしてくだ
さい。1604-VLZ PROの他のアウトプットでは、
この方法をとらないでください。

 TAPE INPUT
RCA端子はプロ、セミプロ用のレコーダーに
使用されています。標準ハイファイケーブル
（RCA）を用いて、2トラックテープレコーダーの
出力をここに接続してください。（接続につい
て： ）
この端子は作成したミックスのテープをプレ
イバックするのに便利です。再生されたミック
スを検討し、巻き戻してもう一度トライする場
合に、パッチングをやり直したりミキサーのレ
ベルを変更する必要はありません。この端子を
ポータブルのテープレコーダーやCDプレイヤー
に接続して、コンサートの幕間にPAから音楽を
流すこともできます（ ）。

注意: アウトプットセクション
でTAPE TO MAIN MIXボタン
を押し込むと、TAPE INと
TAPE OUTの間にフィード
バック経路が生じます。この

スイッチをオンにする際には、テープデッキの
録音状態や録音一時停止状態、またはインプッ
トモニターが解除されていることを確認してく
ださい。またはTAPE INレベルノブを左に回し
切っていること（オフ）をご確認ください。

スリーブ�

チップ�スリーブ�

チップ�

リング�

リング�

チップ�

スリーブ�
リング�
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 MAIN INSERT
この1/4インチジャックにはシリアルエフェクト

（コンプレッサー、イコライザー、ディエッ
サー、フィルターなど：参照 ）を接続します。
INSERTのポイントはミックスアンプの後ろ、
MAIN MIXフェーダーの前となります。ケーブル
は以下のようなものをご使用ください。

チップ�

このプラグをミキサーの�
チャンネルインサートジャックに接続� リング�

チップ�
リング�
スリーブ�

エフェクト機器へ�

エフェクト機器から�

（TRS プラグ）�

チップ = センド（エフェクトへ出力）
リング = リターン（エフェクトからの入力）
スリーブ = 共通グラウンド
（シールドは3つのスリーブすべてに接続）

 MAIN OUTS
この1/4インチの端子は通常2トラックミックス

ダウンのデッキのインプットに（TAPE OUTPUT
RCA端子を選択しない場合）、ライブセッション
では会場のアンプに接続されます。この端子で
バランス入力に信号を供給する場合は以下のよう
な1/4インチTRS（チップ、リング、スリーブ）フォ
ンプラグを使用します。（この端子の接続につい
て： ）

チップ = ＋（ホット）
リング = －（コールド）
スリーブ = グラウンド
このアウトプットにアンバランスのインプッ
トを接続する場合には、下のような1/4インチTS
（チップスリーブ）フォンプラグをご使用くださ
い。

チップ = ＋（ホット）
スリーブ = グラウンド

 MONO OUTPUT
誰にでも遅かれ早かれ訪れる問題があります。
全力を傾けて作成したステレオのパノラマ風景
を、モノで出力しなければならない時がありま
す。繊細に設定されたPANをすべて片側へ回して
しまうことだけはしたくありません。どうしま
しょう？ここに1/4インチプラグを差し込み、片
側をMr. Monoに差し出しましょう！彼は彼の求め
るモノミックスを手にし、あなたは自身のステレ
オを確保することができます。MONOアウト
プットは左右のMAIN MIXのミックスに他なりま
せん。

 MONO LEVEL
Mr. Monoが走って戻ってきました。「さっきの

ミックスは音が大きすぎてビデオカメラが溶けて
しまいそうだ！」とのこと。そんな時にはこのノ
ブに手を伸ばし、少しレベルを下げましょう。
ポータブルビデオカメラや電話交換機や留守番電
話のようなマイク入力にモノ信号を送るために与
えられた機能です。ノブを時計回りに回し切ると
6dBのゲインが得られます。1時半の場所ではユ
ニティーゲインが設定されます。

 電源コード
1604-VLZ PRO付属の電源コードを紛失してし

まった場合、プロフェッショナルレコーダーや音
楽機器やコンピュータなどによく使用されている
標準IECコードを代用することが可能です。その
コネクタの反対側は・・・プラグです！ あの黒
い四角のボックス、ACアダプタではありませ
ん！これにはれっきとした理由があるのです。
1604-VLZ PROにはACアダプタでは得られない
洗練された電源特性が必要です。ACアダプタは
不便であり、壊れやすくハムの放射が広いばか
りでなく、かさばってコンセントを無駄にしま
す。紛失した場合にも大変です。けれども1604-
VLZ PROの電源コードは、電器店、楽器屋、コ
ンピュータ取扱店などで新品を容易に手に入れ
ることが可能です。
1604-VLZ PROの電源をアースされた標準コン
セント（3ピン）、または適切な電圧を供給する分
配器に接続してください。

注意：プラグのアースピンの
接続を切るのは危険です。絶
対におやめください。
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 ヒューズ
1604-VLZ PROには、使用者（および機器）の安

全を確保するためフューズが取り付けてありま
す。ヒューズが切れたことに気がついたら、電
源コードを抜いてヒューズのケース（電源ソケッ
トのすぐ下）を引き出し、新たなヒューズに交換
してください。電器店または本器販売店にて1A
SLO BLO 5x20mmのものをお求めください。

 POWER スイッチ
このスイッチが何であるのかまったく分から
ないですって？それはお手上げです。では、い
つでもオンの状態にしておいて構いません！
1604-VLZ PROは節電設計されています。従って1
日24時間動作していても蓄熱に問題は生じませ
ん。焼け切れたり消耗してしまうものは何もあ
りません。1604-VLZ PROのポッド（端子類を格納
しているケース）が熱くなることがありますが、
これは異常ではありません。

 POWER LED
POWERスイッチがオンであるとき、アウト
プットセクションのLED（発光ダイオード）が点
灯します。オフでは消灯します。オンであるの
にLEDが点灯しない場合、誰かが電源コードを
踏んでコンセントから抜けてしまった、何らか
の事情で家に電気が来ていない、ヒューズがと
んでいる（ ）、などが考えられます。

 PHANTOM スイッチ
すでに の項で説明しましたが、このPHAN-
TOMスイッチは、コンデンサーマイクロフォン
にファンタム電源を供給するためのものです。
スイッチをオン（オフ）にしてから、ファントム
電源回路の電圧が上がる（下がる）まで少し時間
がかかりますが、これも異常ではありません。
さらに詳しいことをお知りになりたい方は、付
録 Cもご参照ください。

 PHANTOM LED
アウトプットセクションPOWER LEDの横に位

置するPHANTOM LEDは、PHANTOMスイッチの

状態を知らせています。ダイナミックマイクが生
きているのにコンデンサーマイクの音が聞こえな
いような場合、この LEDを確認してください。
ファンタム電源を落としてもLEDはすぐには消
えませんが、これはまったく正常です。このLED
は実際には電圧計であり、ファンタム電源がゼロ
ボルトになるまで時間がかかっていることを示し
ています。従ってマイクインプットに接続を行う
ためにファンタム電源をオフにした場合には、安
全のために黄色のランプが完全に消灯するのを確
認してから接続を行ってください。

 BNC LAMP ソケット
この12Vのソケットは、アウトプットセクショ
ン上部右位置しています。標準BNCタイプのラン
プを駆動することが可能です（リトライト社#12G
や#12G-HI など）。
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 きれいなフェード？
フェーダーはロケット技術
とは異なります！カーボン製
の溝（トラック）の上を金属の
ピン（ワイパー）を走らせる仕

組みになっています。トラックの上にチリが付着
することもあります。そのような場合、ワイパー
がそのチリを通過するときに、ガリと呼ばれるノ
イズを引き起こします。空気中のチリをなるべく
少なくする意外に対策はありません。エアコンを
使用し、ミキサーの近くでは喫煙しないようにし
ましょう。飲食物も遠ざけてください。キッチン
には絶対に設置しないでください！チリを寄せつ
けないために、一週間に一度はフェーダーを上
下、フルに動かすエクササイズをお勧めします！
スプレークリーナーはご使用にならないでくださ
い！

アサインスイッチ（1–2、3–4、L–R）
それぞれのフェーダーの横には、SOLO、1-

2、3-4、L-Rと表示された4つのボタンが並んで
います。後ろの3つはチャンネルアサインのス
イッチと呼ばれます。1、3、Lは左チャンネル、
2、4、Lは右チャンネルです。これらのスイッチ
とチャンネルのPANノブ を併用することで、
チャンネルシグナルの行き先を決定することが可
能です。PANノブをセンターのツメの位置に設定
すると、左右のチャンネルは同じレベルのシグナ
ルを受け取ります。片側のみに信号を送る場合に
は単にPANノブをそちらに振り切ってください。
2トラックのミックスダウンなどでは、任意の
チャンネルのL-Rスイッチを押し込んで、信号を
MAIN MIXに送ります。チャンネルのサブグルー
プを作る場合には、L-Rの代わりに1-2または３-
４ボタンを押してください。それらの信号は適切
なサブグループのフェーダー に送られます。
サブグループの信号をMAIN MIX に戻すことも
できます。この場合サブグルーブのフェーダーは
ソースのチャンネルのマスターコントロールとし
て機能します。

16列のチャンネルストリップは同じような外
観と機能を持っています。ただ、左の8つのチャ
ンネルだけがDIRECT OUT端子 を備えていま
す。それでは各機能を下から上に順に見てみま
しょう。.

 「U」のマーク
（ユニティーゲイン）
Mackieのミキサーは、ほと
んどのレベルコントロールに
「U」のシンボルが付けられてい

ます。この「U」はユニティーゲインの略で、シグ
ナルのレベルに変化のないことを意味していま
す。インプット信号を一度ラインレベルに調整
すれば（ ）、後はすべてのコントロールを「U」に
設定するだけで信号をミキサーの至る所で適切
なレベルに保つことが可能です。また、すべて
のレベルコントロールの単位はデシベル（dB）と
なっています。従ってレベル設定を変更する際
に分かりやすいものとなっています。
いくつかのミキサーのように、方々でレベル
をチェックする必要はありません。事実、実際
のdBレベルをまったく知ることのできないミキ
サーも存在するのです！「0」から「10」と表示され
たフェーダーを見たことがありませんか？私達
はこれをAUM（任意的測定単位）と呼んでいます
が、現実的には意味を持つものとは言えませ
ん。Mackieの選択は本当に賢い判断でした！

 FADER （フェーダー）
フェーダーはチャンネル経路のほぼ最後、EQ
とMUTEコントロールの後ろ、PANコントロール
の前に位置しています（ポストEQ、ポスト
MUTE、プリPAN）。「U」のマーク（約3/4の位置）
はユニティーゲインを表し、シグナルレベルに変
化のないことを意味します。最大で10dBのゲイ
ンが可能です。曲のある部分をブーストするよう
な場合に役に立ちます。ユニティーゲインで全体
的レベルが低すぎたり高すぎたりするときには、
レベル設定の手順 を行いTRIMの設定を適切な
ものにしましょう。
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 新しいトラックを録音したり、既存のトラッ
クをバウンスする場合もL-Rスイッチでなく、1-
2、３-４スイッチを使用します。この場合はサブ
グループをMAIN MIXに戻さず、SUB OUT経由で
マルチトラックのインプット に送ります。但
し、トラックをDIRECT OUT から送る場合に
は、チャンネルのアサインスイッチはすべて
アップ状態に設定します。
私達は1604-VLZ PROを「本当の4バスミキサー」

と呼んでいます。個々のチャンネルは、任意の
サブグループにアサインする（またはしない）こ
とが可能です。この時、他のサブグループや
チャンネル内の設定に影響を及ぼすことはあり
ません。そして各サブグループはそれぞれのマ
スターフェーダー とアウトプット を持って
います。1604-VLZ PROは、4つのサブグループと
L-RのMAIN MIXがあるので6バスミキサーと呼べ
るかもしれません。CR1606-VLZと名付けるべき
だったかもしれません！

 SOLO
この愛すべきボタンを使ってシグナルを
PHONESまたはC-R OUTS から確認すること
ができます。L-R、1-2、3-4ミックスにルーティ
ングする必要はありません。同時にいくつもの
チャンネルをソロにすることができます。 SOLO
は、他のチャンネルやバスやアウトプット信号を
中断しません。非破壊ソロと言えるでしょう。ま
た、MODEスイッチ の設定により、NORMAL
(AFL)とLEVEL SET (PFL) 、2種類のソロ機能を使
い分けることが可能です。これらはそれぞれソロ
インプレース（SIP）、プリフェーダーリッスン
（PFL）とも呼ばれます。
NORMAL (AFL)モードでは、ソロチャンネルの
信号は直接C-R OUTとPHONESそしてメーター
へ送られます。チャンネルアサインのスイッチに
送られるべき信号と同じ、ポストEQ、ポスト
フェーダー、ポストPANです。アサインスイッチ
の設定に関わらず機能します。アサイン前のチャ
ンネルをモニターできるのでとても便利です。
NORMAL (AFL)モードはミックスダウンに最適
です。例えば中域4.236kHzが持ち上げられ、ほん
の少しだけパンが左に振られ、そしてフェーダー
が -5.385dBに設定されたチャンネルがあるとしま
す。NORMAL (AFL)モードのソロでは、その設定
を確かめることが可能です。時間をかけてソロ以
外のチャンネルをすべてミュートするのと似てい
ます！
レベル設定の手順 はいつでも大切な作業です
が、LEVEL SET (PFL)モードのソロは、その中で
も重要な役割を果たしています。チャンネル内部
での実際のレベルをメーターに送るので、レベル
がどれ位であるのかを目で確認することが可能で
す。MICやLINEインプットに新たなサウンドソー
スを接続するたびにこの手続きを実行してくださ
い。

LEVEL SET (PFL)モードのソロは、ライブの
PAなどに適しています。ミックスへ送られる以
前のチャンネルをプレビューすることが可能で
す。ステレオではありませんが、フェーダーが完
全に下がっていても聞くことができます。
LEVEL SET (PFL)モードは、フェーダーの前で
シグナルを送ります。仮にフェーダーが「U」（ユ
ニティーゲイン）より随分下の位置にあっても
SOLOはそれに関与しません。ユニティーゲイン
のシグナルをC-R OUT、PHONES、そしてメー
ターへ送ります。SOLOレベルノブ の設定に
よっては非常に大きな音量となることがあるので
注意が必要です。
すなわちソロに設定されたチャンネルは、最
終的にC-R OUTとPHONESそしてメーターへ信
号を届けるSOURCEミックス に送られます。
SOLOボタンが押し込まれると、SOURCEでの選
択（MAIN MIX、1-2、3-4、TAPE）は無効になり、
ソロチャンネルのみが・・・ソロになります！

 –20（ソロ）LED
このLEDは2つの役割を果たしています！ス
ペースを節約しています。説明が必要です。LED
は通常「-20」として動作し、シグナルの状態を表
しています。チャンネルにシグナルが存在する時
にのみ点灯します。そのチャンネルがアクティブ
なのかを確認することが可能です。チャンネルの
ソースを見分けることができるかもしれません。
例えばキックであればLEDは点滅し、シンセの
パッドであれば長く点灯しているでしょう。
次にLEDは「ソロ」として機能します。チャンネ
ルがソロに設定されると、このLEDは前述の場合
よりも明るく点灯し続けます。RUDE SOLO
LIGHT と併せて確認すれば、不本意なソロ設
定に素早く気付くことができるでしょう。

 OL（ミュート）LED
このLEDも2つの役割を果たしています！「OL」
はオーバーロードまたはクリップを意味します。
これは歓迎されませんが、クリップはどのミキ
サーにも生じ得るものです。シグナルの電圧が回
路に供給されている電圧を超えるときに発生しま
す。1604-VLZ PROのOLインジケーターはクリッ
プの直前で点灯します。従って気が付いたら直ち
に行動してください！ レベル設定の手順 は済
んでいますか？それでも問題が解決しない場合
は、過度のEQ処理や高過ぎるフェーダーゲイン
が設定されていないか確認してください。上記「-
20」LED同様、チャンネルのシグナルの状況に応
じて点滅します。
レベルが正しく設定されると、「OL」LEDはほ
とんど点灯することはありません。ちょっと退屈
です！せっかくのLEDをもっと活用するために
「MUTE」インジケーターとしての機能も与えられ
ました。
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コンスタントラウドネス？
1604-VLZ PROのPANコン

トロールには「コンスタント
ラウドネス（一定の音量）」と
呼ばれる設計が採用されて
います。高速道路の隣に住
んでいることとは無関係で

す！PANノブを徐々に左から右へ回していくと、
サウンドは同じボリューム（ラウドネス）を保ちな
がら左から中央、そして右へと移動します。
例えばあるチャンネルのパンを左（または右）
に振り切るように設定した状態で0dBであるな
ら、パンをセンターに動かしたときに左（または
右）チャンネルで4dBの減衰が生じるはずです。
他社のミキサーには、パンがセンターの位置に
来るとサウンドが非常に大きくなってしまうも
のもあります。

 3バンド、MIDスイープEQ
1604-VLZ PROは3バンド、MIDスイープのイコ
ライザーを搭載しています。個々のポイント
は、LOWシェルビングは80Hz、MIDスイープの
ピークは100Hzから8kHz、HIシェルビングは
12kHzとなっています。満足して頂けることと思
います！「シェルビング」回路は、特定の周波数
を超えるすべて周波数をブーストまたはカット
します。例えばLOW EQノブを右に回して15dB
の位置に設定すると、80Hzから下、聞こえない
低い音までがブーストされます。「ピーク」と
は、特定の周波数を中心に形作られる「丘」のよ
うなカーブを意味します。
LOW EQでは、80Hzのポイントで最高15dBの

カットまたはブーストが可能です。センターの
ツメのポジションではフラット（ブースト、カッ
トなし）となります。この周波数はバスドラム、
ベースギター、ファットなシンセサウンド、低
い男声にパンチを加えます。
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LOW CUT を併用すると、ミックスの不必要
な超低域成分を排除してLOW EQをブーストする
ことが可能です。低域が重要なシグナル（キック
ドラムやベース）を除くすべてのチャンネルに
LOW CUTを適用することをお勧めします。

MUTEスイッチが押し込まれたとき（クリップ
状態を示す必要性が少なくなります）、このLED
が点灯します。
以上、LEDの働きをまとめると、下のようにな
ります。手の甲に書いておくと便利です！
LED 色 点滅 点灯

-20 (SOLO) 緑 信号が チャンネルが
アクティブ ソロ

OL (MUTE) 赤 チャンネルが チャンネルが
クリップ状態 ミュート

 MUTE スイッチ
チャンネルのMUTEスイッチを押し込むこと
は、フェーダーを下げ切るのと同じ意味を持って
います。チャンネルのアサイン先（L-R、1-2 、3-
4）に信号は届きません。すべてのポストAUXセ
ンド 、1-8チャンネルのDIRECT OUTも沈黙
し、愛らしいOL (MUTE) LEDが点灯します。
MUTE時においてもPRE AUXセンド 、チャン
ネルINSERTセンド 、LEVEL SET (PFL) モード
のSOLOは機能します。
チャンネルのオーディオ信号の種類にもよりま
すが、MUTEスイッチの操作時に、わずかなポッ
プノイズが生じることがあります。これはミキ
サー内部の問題ではありません。LOW CUTス
イッチ を押し込む（キックやベースなど低域が
非常に重要なものは除く）ことによって回避する
ことができます。LOW CUT機能は、ポップノイ
ズを引き起こす余分な超低域を取り除きますが、
通常サウンドの変化は感じられません。

 PAN ノブ
PANノブは、左右の出力に送られる信号のバラ
ンスを調整します。L-Rへのアサイン、サブグ
ループ1-2そして3-4、NORMAL (AFL)モードの
SOLOがこのノブによってコントロールされま
す。PANノブを左に振り切ると、シグナルは
MAIN MIXの左、サブグループ1、サブグループ
3、NORMAL (AFL) ソロモードの左に送られ、右
に振り切ると、MAIN MIXの右、サブグループ
2、サブグループ4、NORMAL (AFL) ソロモード
の右に送られます（それらのスイッチが押し込ま
れている場合）。ノブが中間の位置であるときに
は、その位置に応じて左右両方のバスに送られ
ます。

ステレオ音源
以下の慣習に従えば、あなたのサウンドライフ
は少し気楽なものとなるでしょう！
ステレオソースをミキサーに接続する場合、左
の信号は奇数チャンネルに、右の信号は偶数チャ
ンネルにプラグインしましょう。そして奇数チャ
ンネルのパンを左に、偶数チャンネルのパンを右
に振り切ってください。
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MIDはミッドレンジの略です。周波数帯域は
1.5オクターブに固定されています。MIDノブで
最大15dB のブーストまたはカットが可能です。
センターポジションではバイパスとなります。
フリーケンシーノブで中心周波数を設定します
100Hzから8kHzまでスイープが可能です。
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サウンドを特徴づける成分（基音と低次倍音）
の多くはこの帯域に含まれているため、この2つ
のノブの操作で劇的な効果が得られます。多く
のエンジニアはMID EQをミッドレンジをカット
するために使用し、あまりブーストすることは
ありません。一般的手法に、まずMIDノブをいっ
ぱいに上げ、フリーケンシーノブを動かしてサ
ウンドがひどくなるポイントを探した後、MIDノ
ブを下げて気に入らない周波数成分をカットす
る、というのがあります。馬鹿げたように聞こ
えるかもしれませんが、時には有効です！
HI EQは12Hzのポイントで最高15dBのカット

またはブーストが可能です。センターポジショ
ンではフラットです。ブーストすると全体的な
サウンドに透明感を与えます。シンバル音には
シューという音を加え、キーボード、ボーカ
ル、ギター、そしてベーコンを焼く音！にエッ
ジを加えます。歯擦音やテープヒスを少なくす
るには僅かにカットします。
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過度のEQ操作は混乱を導く怖れがあります。
このミキサーが搭載するイコライジング回路は
強力なものとなっているのは、時としてそれが
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必要とされるからです。例えばすべてのチャン
ネルのEQを最大に設定したらミックスは台無し
となるでしょう。繊細なイコライジングを心掛
けましょう。ノブは右方向（ブースト）だけでな
く左方向（カット）にも設定できることを忘れな
いでください。大幅なブーストやカットを繰り
返し行うような場合は、マイクの位置を移動し
たり、種類を変えたり、弦を張り替えたり、う
がいをしたり、なども考慮してみてください！

 LOW CUT
LOW CUT機能はハイパスフィルターと比較さ
れます（着眼点の違いです！）。75Hz以下の低い
フリーケンシーをオクターブにつき18dBの割合
でカットします。これはどこそこでも手に入る
という品物ではありません！オクターブ18dBの
カーブのためには複雑な回路が求められます。
ベストのEQです。
キックドラム、ベースギター、シンセベース

（そして地震のSEなど）を除くあらゆるサウンド
ソースにLOW CUTの使用をお勧めします。上記
のようなもの以外では、必要以上の低周波は求
められません。フィルタリングすることによっ
てローをシャキッとさせるだけではなく、ライ
ブではフィードバックを抑え、アンプのパワー
を維持する役割を果たします。
LOW CUTを使用すれば、LOW EQ のブース

トを安全に行うことが可能です。多くの場合、
低音のシェルビングEQはボーカルに欠かせない
ものですが、LOW EQのブーストはステージ上の
騒音やマイクに触れる音や風音やブレスのポッ
プ音など、低域の不必要な成分を強調してしま
うこともあります。LOW CUTは、これらすべて
の問題を除去し、低域を損なわずEQ処理を施す
ことを可能にします。下の図はLOW EQ とLOW
CUTのコンビネーションによる周波数のカーブ
を示しています。

20Hz 100Hz 1kHz 10kHz 20kHz
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–10

–5

0

+5

+10

+15

 AUX 1から4
これらの4つのノブは、各チャンネル信号の一
部を分岐し、それらをまとめてAUX SENDアウト
プット へ送ります。下げ切るとオフ、中央で
はユニティーゲインも右に回し切ると15dBのゲ
インが得られます。追加のゲインが必要になるこ
とはあまりありませんが、その機能があることは
覚えておきましょう。
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その後AUX SEND出力は、パラレルエフェク
トユニットのインプット やモニターアンプの
インプットに送られます。 AUX SENDS 1と2の
レベルはチャンネルのAUXノブの他、AUX
SENDマスターノブ によってもコントロール
されます。
AUX SENDSを使用してレコーディングの別

ミックスや放送局での「マイナスミックス」を作
成することも可能です。AUX 1または2をPRE
モード に設定することにより、チャンネル
フェーダーの位置に影響されないミックスレベ
ルを得ることが可能です。
ステレオリバーブを使用する際には、モノで
送りステレオで戻すという接続をお勧めしま
す。多くのステレオリバーブでは、第2の端子は
直接別のAUXセンドに繋がっているため、サウ
ンドに変化は生じません。もちろん例外もある
ので試してみる価値はあります。2つのAUXセン
ドを使用する場合は、奇数番号のAUX（1、3、5）
を左インプット用に、偶数のAUX（2、4、6）を右
インプット用に使います。ステレオ音源の信号
を扱う場合は、左右の側に従ってください。左
の信号のチャンネルでは奇数のAUX、右の信号
のチャンネルでは偶数のAUXを使用します。

 PRE スイッチ
どのポイントでAUX 1と2を分岐するか、を決

定するスイッチです。一般的に「ポストセンド」
はエフェクトへ、「プリセンド」はモニターへの
送りに用いられます。下に示された「プリ vs ポス
ト」ダイアグラムをご参照ください。AUX 3から6
はポストモードに固定されています。

POSTモード（スイッチはアップの状態）では、
AUX 1と2はEQ、LOW CUT、フェーダー、MUTE
の設定に従います。チャンネルをフェードすると
センドもフェードします。これはエフェクトセン
ドに欠かせない動作です。ウエットのシグナル量
とドライのシグナル量の比率が変化することはあ
りません。
PREモード（スイッチはダウンの状態）では、

AUX 1と2はTRIMとLOW CUTの設定にのみ従い
ます。EQ、PAN、フェーダー、MUTE設定は
PREセンドに影響を及ぼしません。これはステー
ジモニターに適したモードです。フェーダーまた
はミュートの操作と別に、独立してセンドを扱う
ことが可能です。

 5/6 SHIFT
各チャンネルのAUXノブが4つであるという事
実に惑わされないでください！1604-VLZ PROは
実際には6つのAUXセンドを備えています。5/6
SHIFTスイッチがアップの状態では、AUX 3、
AUX 4と名付けられたノブが信号をAUX 3、AUX
4へ送りますが、スイッチを押し込むと、信号は
AUX 5、AUX 6アウトプットに現れます。
AUX 3、AUX 4は、ショートリバーブやスラッ
プディレイなど、普段よく使用する「ユーティリ
ティーエフェクト」へ接続するのが良いでしょ
う。AUX 5、AUX 6は、ハーモナイザーやマルチ
タップディレイなど、それ程使用しない「エキゾ
チックなエフェクト」に接続するのが良いでしょ
う。
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1604-VLZPRO
16-CHANNEL MIC/LINE MIXER

WITH PREMIUM XDRTM MIC PREAMPLIFIERS

Mackieでは、オーディオのクオリティが最優先
です。ACアダプタの価格が安いものであっても
関係ありません。Mackieのすべてのミキサーに
VLZと、十分な能力の内蔵電源ユニットが採用さ
れています。結果的にライバル社のスペックを
約5万ドルも上回るものが完成されました！

 SUBGROUP フェーダー
これらのフェーダーはSUB OUTへ送られるシ

グナルのレベルをコントロールします。ミュート
されていなければ（そしてレベルが下がっていな
ければ）、サブグループに割り振られているすべ
てのチャンネルがSUB OUTに現れます。MAIN
OUTとは異なり、信号はサブグループフェーダー
に辿り着く前にインサート端子を通過しません
が、これは問題ではありません。これらの信号を
シリアルエフェクトに通したければ、SUB OUT
から直接エフェクトのインプットに接続してくだ
さい。そしてエフェクトから任意の最終目的地
（マルチトラックレコーダーなど）へ送ります。
サブグループのシグナルはフェーダーが下がり

切った状態でオフ、「U」のマークでユニティーゲ
イン、いっぱいに上げると10dBのゲインになりま
す。2つのサブグループ（例えばサブグループ1と
2）をステレオのペアとして使用する場合、両方の
フェーダーの位置を同じに保つことによって左右
のバランスを維持するようにしてください。

 ASSIGN TO MAIN MIX スイッチ
一般的にサブグループフェーダーは、MAIN
MIXに送られるチャンネル信号をまとめたグルー
プのマスターフェーダーとして利用します。仮に
7つものチャンネルを占有するドラムセットのサ
ウンドを、他と分離してフェードアウトするとし
ましょう。7本の手や7本の指は使いたくありませ
ん！これらのチャンネルをL-Rのアサインから外
し、サブグループ1-2にアサインします。そして
サブグループ1ではASSIGN TO MAIN MIXのLEFT
を押し込み、サブグループ2ではASSIGN TO
MAIN MIXのRIGHTを押し込んでください。これ
でドラムミックス全体を2本のフェーダー（1と2）
でコントロールすることが可能となります。
あるサブグループのASSIGN TO MAIN MIXス

イッチの内、1つしか押し込まなかった場合
（LEFTまたはRIGHT）、MAIN MIXに送られるシグ
ナルはSUB OUTのレベルに等しくなります。シ
グナルをメインミックスの中央に定位させるに
は、LEFTとRIGHT、両方のスイッチを押し込ん
でください。チャンネルでPANノブが中央に設定
された時と同じように、両側へ送られる信号はコ
ンスタントラウドネス のルールに従って減衰
されます。

     アアアアアウウウウウトトトトトプププププッッッッットトトトトセセセセセクククククシシシシショョョョョンンンンンののののの詳詳詳詳詳細細細細細

 インプットチャンネルについ
て、そして信号がどのように入
出力されるのかについてはすで
に学びました。MIC、LINE入力
端子で受信された信号はチャン
ネルで操作され、アウトプット
セクションへ流れて行きます。
アウトプットセクションでは内
容が少し複雑になるので、少し
注意して先をお読みください。

 MAIN MIX フェーダー
このフェーダーは、MAIN
OUT 1/4インチTRS ジャック と
TAPE OUTPUT RCAジャック
へ送られる信号のレベルをコン
トロールします。ミュートされ
ていなければ（そしてレベルが下
がっていなければ）MAIN MIXに
アサインされたすべてのチャン
ネルとAUX RETURNの信号が
MAIN OUTに現れます。 メイン
ミックスはこのフェーダーの前
にMAIN INSERT を通過しま
す。
MAIN MIXのシグナルはフェー
ダーが下がり切った状態でオ
フ、「U」のマークでユニティーゲ
イン、いっぱいに上げると10dB
のゲインになります。このゲイ
ンを使用することはほとんどな
いと思われますが、その存在は
意識しておくとよいでしょう。
フェーダー自体はチャンネルや
サブグループのステレオ版で
す。同じように滑らかなフェー
ドアウトが可能です。曲の最後
のフェードアウトにはこの
フェーダーを使用します。

 VLZ 設計構造
ミキシング回路の設計に、
Very Low Impedance（VLZ）を採
用したおかげで、最小ノイズ
とベストのクロストークとい
う成果が達成しました。VLZ

を搭載するミキサーの電源装置には、回路に多
大の電流を供給することが求められています。
ACアダプタでは雑音が多く発生するので、その
能力がありません。
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ず、チャンネルのSOLOスイッチを押した場合
は、SOLOシグナルのみが C-R OUT、PHONES、
そしてメーターに送られます。レベル設定の手
順 を容易なものとしています。
エンジニアコントロールルーム、ヘッドフォ
ンに送るシグナルを自由に選択する方法を理解
して頂けましたか？シグナルはここから以下の
レベルコントロールへと向かいます。

 CTL ROOM/PHONES
このノブは、ステレオC-R OUT とPHONES
アウトプット 、両方のレベルをコントロール
するものです。レンジは「∞∞∞∞∞（オフ）」から中央の
「U（ユニティーゲイン）」、そして10dBの追加ゲ
イン（右に回し切った場合）までとなっていま
す。
MAIN MIXがSOURCEで選択されている場合、

信号は2つのレベルコントロール（MAIN MIXフェー
ダーとCTL ROOM / PHONESノブ）を通過し、コ
ントロールルームアンプとヘッドフォンへ向かい
ます。 この方法によって例えば適切なレベルを
MAIN OUT端子に送り（MAIN MIXフェーダーは
「U」の位置）、別のレベルをC-R OUTまたは
PHONESに送る（CTL ROOM / PHONESノブを任
意に設定）などが可能です。
選択に関わらずC-R OUTはどんな使い方をし
ても構いません。そのサウンドのクオリティは
MAIN OUTと完璧に同等で素晴らしいものです。
予備のメインミックスアウトとして、異なるレ
ベルを設定することも可能です。けれどもこの
場合は注意が必要です。SOLOスイッチを押さな
いでください。 で述べたようにミックスを無
効にしてしまいます。
繰り返しになりますが、SOLOスイッチ を押
し込むと様相は一変します。現在のSOURCEマ
トリクスでの選択はSOLOシグナルによって置き
換わり、 SOLOシグナルのみが C-R OUTと
PHONESそしてメーターに送られます。モニ
ターするソロのレベルはSOLOレベルノブで調整
します。メーターディスプレイ に表示される
SOLOのレベルをコントロールすることはできま
せん。どんな音量でモニターしていても実際の
チャンネルレベルを確かめることができます。

 TAPE IN （レベル）
このノブはTAPE INPUT RCA ジャックで受信す

るステレオシグナルのレベルをコントロールしま
す。レンジは、左に回し切った位置のオフから、
中央のツメのユニティーゲイン、そしてフルの
20dBゲインまでとなっています。このゲインは
可愛いウォークマンタイプの機器の出力を持ち上
げるのに威力を発揮するでしょう！TAPE INのレ
ベル調整した後、テープのステレオ信号はMAIN
MIXにも、SOURCEマトリクス にも送ること
が可能です。

 TAPE TO MAIN MIX
このスイッチを押し込むのは、チャンネルのL-
Rスイッチを押し込むのと似ています。信号（こ
の場合はステレオ）はMAIN MIXに送られますが、
他の信号を中断することはありません。ただ、そ
れらに加わります。ライブでソワソワした観客に
ゆったりとしたBGMを、などという場面で重宝
するでしょう！

注意: TAPE TO MAIN MIXを
押し込むとTAPE INPUTと
TAPE OUTPUTの間にフィー
ドバック経路が生じることが
あります。スイッチをオンに

する際には、テープデッキの録音状態や録音一
時停止状態またはインプットモニターが解除さ
れていることを確認してください。あるいは
TAPE INレベルノブが絞り切ってあること（オ
フ）をご確認ください。

 SOURCE マトリクス
一般的にエンジニアはMAIN MIXを観客に（ライ
ブの場合）、またはレコーダーに（ミックスダウ
ンの場合）送ります。でも、エンジニアが何か
MAIN MIXと異なるものをチェックするには、どう
すればよいのでしょう？さらに進化した1604-
VLZ PROでは、聞くものを選択することが可能で
す。ちょっとややこしいかもしれませんが重要
です。エスプレッソをダブルにしてから先へお
進みください！
SOURCEスイッチを操作して、MAIN MIX、SUB

1-2、SUB 3-4、TAPE、これらをどの組み合わせで
も聞くことができます。SOURCEマトリクスで選
択されたソースはステレオ信号として、それぞ
れのレベルコントロールの後ろで（ポストMAIN
MIX フェーダー、ポストサブグループフェー
ダー、ポスト TAPE INノブ）で  、C-R OUT、
PHONESそしてメーターディスプレイに送られま
す。スイッチが何も押し込まれていない場合
に、これらのアウトプットに信号は送られませ
ん。従ってメーターも動作しません。但しこれ
には2つの例外があります（SOLO 、  とAUX
RETURN 4 ）。
最初の例外、SOLO機能 、 について説明
します。SOURCEマトリクスでの設定に関わら
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 MODE スイッチ
NORMAL (AFL)/LEVEL SET (PFL)
これについてはもうお読みになっているかもし
れませんが、ここにもう一度記します。1604-
VLZ PROのソロシステムではNORMAL (AFL)と
LEVEL SET (PFL) 、2種類の機能を使い分けるこ

とが可能です。2種類のソロ機能
を使い分けることが可能です。こ
れらはそれぞれソロインプレース
（SIP）、プリフェーダーリッスン
（PFL）とも呼ばれます。
NORMAL (AFL)モードでは、ソ
ロチャンネルの信号は直接C-R
OUTとPHONESそしてメーターへ
送られます。チャンネルアサイン
のスイッチに送られるべき信号と
同じ、ポストEQ、ポストフェー

ダー、ポストPANです。アサインスイッチの設定
に関わらず機能します。アサイン前のチャンネル
をモニターできるのでとても便利です。
NORMAL (AFL)モードはミックスダウンに最適
です。例えば中域4.236kHzが持ち上げられ、ほん
の少しだけパンが左に振られ、そしてフェーダー
が -5.385dBに設定されたチャンネルがあるとしま
す。NORMAL (AFL)モードのソロでは、その設定
を確かめることが可能です。時間をかけてソロ以
外のチャンネルをすべてミュートするのと似てい
ます！
レベル設定の手順 はいつでも大切な作業です
が、LEVEL SET (PFL)モードのソロは、その中で
も重要な役割を果たしています。チャンネル内部
での実際のレベルをメーターに送るので、レベル
がどれ位であるのかを目で確認することが可能で
す。MICやLINEインプットに新たなサウンドソー
スを接続するたびにこの手続きを実行してくださ
い。
LEVEL SET (PFL)モードのソロは、ライブの
PAなどに適しています。ミックスへ送られる以
前のチャンネルをプレビューすることが可能で
す。ステレオではありませんが、フェーダーが完
全に下がっていても聞くことができます。
LEVEL SET (PFL)モードは、フェーダーの前で
シグナルを分岐します。仮にフェーダーが「U」
（ユニティーゲイン）より随分下の位置にあっても
SOLOはそれに関与しません。ユニティーゲイン
のシグナルをC-R OUT、PHONES、そしてメー
ターへ送ります。SOLOレベルノブ の設定に
よっては非常に大きな音量となることがあるので
注意が必要です。

 LEVEL SET LED
レベル設定の手順 のステップ6には、「アウ

トプットセクションのMODEスイッチを押して
LEVEL SET (PFL)に設定します。LEVEL SET
LEDが点灯します。」と書きました。MODEス
イッチを押し込むとLEVEL SET (PFL)モードに入
ります。レベル設定をする場合には、このモード
にいる必要があります。ここでどこかのソロス
イッチを押すとこのLEDが緑に光り、レベルの設
定が可能となります。 NORMAL (AFL)のモード
ではメーターがチャンネルフェーダーの位置に左
右されるので、レベル設定に使用すると大きな問
題となり得ます。

 SOLO (LEVEL) ノブ
このノブは、SOLOシステムから入る信号のレ
ベルを調節します。最も左の位置でオフ、中央で
はユニティーゲイン、フルにして10dBの追加ゲ
インです。設定されたレベルのSOLOシグナルは
C-R OUT、PHONESアウトプットとメーター
ディスプレイ を占領します。
もう一度繰り返します。LEVEL SET (PFL)
SOLO は、フェーダーの前でチャンネルのシグナ
ルを送ります。LEVEL SET (PFL)モードは、
フェーダーの前でシグナルを送ります。仮に
フェーダーが「U」（ユニティーゲイン）より随分下
の位置にあってもSOLOはそれに関与しません。
ユニティーゲインのシグナルをC-R OUT、
PHONES、そしてメーターへ送ります。SOLOレ
ベルノブ の設定によっては非常に大きな音量
となることがあるので注意が必要です。

 RUDE SOLO LIGHT
この点滅する発光ダイオードは、少なくとも1
つのチャンネルがSOLOの状態であること、そし
てあなたがMackieでミキシングしていること！
を教えてくれます。他社のミキサーはSOLOを知
らせることついてあまり気を使っていません。
ソロチャンネルの-20 LEDも光ります。すぐにソ
ロチャンネルを見つけることが可能です。
インジケーターのないミキサーでは、ソロ状
態にいることを忘れてしまいがちです。ミキ
サーが壊れてしまったと考えてしまうかもしれ
ません。Mackieのミキサーではそのようなこと
がありません。夜中（早朝？）の3時頃、マルチト
ラックがワイルドにプレイバックしているのに
サウンドがモニターできない ・・・なんてこと
はありません！
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 メーター
1604-VLZ PROのピークメーターは左右とも12

のLEDによって構成されています。様々な信号
をモニターすることを思うと驚くほどシンプル
です。SOURCEマトリクス に何も選択され
ず、またソロのチャンネルもない場合、メー
ターに表示はありません。メーターを作動させ
るためにマトリクスで何かを選択、あるいはど
こかのSOLOボタンを押し込んでみてください。
何故このような仕組みになっているのでしょ
う？エンジニアが聞くものの真実を表示させた
いからです！エンジニアが聞いているのはC-R
OUTまたはPHONESアウトです。その音量は
CTL ROOM / PHONESノブで調整が可能です
が、メーターに表示されるのは、それ以前の
SOURCEミックスのレベルです。音量に関わら
ず常に実際のレベルを表示します。
ソロのMODEスイッチ が押し込まれて
LEVEL SET (PFL)に設定されている場合、すべて
のソロシグナルは左のメーターにのみ送られま
す。これはLEVEL SET LED の輝きと共に、レ
ベル設定の手順 という悟りへの道に通じていま
す！NORMAL (AFL) モードではメーターは通常に
動作します。

メーター vs 現実
さて、2つの操作レベル
+4（+4dBu=1.23V）
-10（-10dBV=0.32V）
についてあなたは知識がある

でしょうか？基本的にミキサーは、メーターの
相対的な値である「0dB　VU（0VU）」に何を採用
しているかで2つのタイプに分類することができ
ます。「+4型」のミキサーでは、 +4dBuのシグナ
ルが流れるとメーターは0VUを示します。「-10
型」のミキサーでは、 -10dBuのシグナルでメー
ターが0VUを示します。それでは0VUが実際に
0dBuを意味することはないのでしょうか？
いいえ、Mackieがそれを成し遂げました！
Mackieのコンパクトミキサーは人々の欲求に
応え、新たな標準を提唱する危険を承知で、
0dBu（0.775V）の出力がメーターで0dB VUを示す
方式を選択しました。これ以上分かりやすい表
示が他にあるでしょうか？
1604-VLZ PROの幅広いダイナミックレンジに
より、メーター表示で-20dBから+10dBであれ
ば、ピークがどこにあっても素晴らしいミック
スを完成させることが可能です。多くのアンプ
リファイアは+10dBでクリップを生じます。いく
つかのレコーダーもそのレベルを許容しませ
ん。従って現実的にはピークを0dBから+7dBの
間に設定するとよいでしょう。
オーディオメーターは、レベルがあなたの敷
地内からはみだしていないことを確認する単な
るツールです。ですから、小さなレベルのとき
にも注目している必要はありません！

  AUX について
はじめに触れますが、例えばAUX SEND 1と
AUX RETURN 1は別個のものとお考えくださ
い。数字は同じですが、1で送ったものを1で戻
さなければならないということはありません（ス
テレオPAの接続も参考にしてみてください）。
SENDはアウトプットです。RETURNはイン
プットです。AUXノブ は、各チャンネルから
シグナルを分岐し、AUX SENDアウトプット へ
送ります。AUX 1と2は、AUX SENDに送られる
前にまず、AUX SEND 1と2のマスターノブへ送
られます。AUX 3から6は直接送られます。
これらのアウトプットからリバーブなどの外
部デバイスに信号が供給されます。そして外部
デバイスからの信号は、AUX RETURN端子 を
通じてミキサーに戻ります。戻った信号はAUX
RETURNレベルコントロールを経由し、最後に
MAIN MIXに送られます。
つまり、オリジナルの「ドライ」なサウンド

は、チャンネルからMAIN MIXに送られ、エフェ
クト処理を施された「ウエット」なサウンドは
AUX RETURNからMAIN MIXに送られます。ドラ
イとウエットがミックスされることによって素
晴らしいサウンドを生み出します。さて、この
知識とともにさらなるAUXの世界を眺めてみま
しょう！

 AUX SENDS（マスター）ノブ
これらのノブは、それぞれのAUX SENDアウ

トプット に信号が送られる直前で、AUX
SEND 1と2の全体的レベルをコントロールしま
す。ステージモニターには AUX
SEND 1と2のPREスイッチ を
オンにすると思われますので、
レベル調整に最適です。  AUX
SENDS 3から6 にはこのノブはあ
りません。そのミックスは直接
それぞれのAUX SENDアウトプッ
トにユニティーゲインで送られ
ます。
ノブを左に振り切るとオフ、
中央でユニティーゲイン、左に
振り切ると10dBのゲインとなっ
ています。他のいくつかのコン
トロール同様、追加ゲインは必
要ないかもしれませんが、何か
のときに「やっぱりMackieにして
よかった！」と思うかもしれませ
ん。
ボーカリストがあなたを見な
がらステージモニターを指して
から親指を立てたとき、このノ
ブを右に回しましょう（親指が下
を向いていたら左に回します
が、そういうことは滅多にあり
ません！）。
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 AUX SEND SOLO スイッチ
ライブのステージモニターには AUX SEND 1と
2を用いる場合が多いでしょう。このスイッチは
これらに送られるミックスをチェックするための
ものです（AUX3から6にこのスイッチはありませ
ん）。スイッチのすぐ横に緑のLEDがあります。
チャンネルの-20 LED 同様、この場合もソロで
あることが容易に視認することができます。
ただ、AUX SENDS SOLO は実際には（プリ

フェーダーリッスン）でも、 SIP（ソロインプレー
ス）でもなく、AFL（アフターフェーダーリッス
ン、この場合はフェーダーではありません
が・・・）となっています。NORMAL (AFL) モー
ド では、AUX SEND 1のソロシグナルはポスト
AUX SENDマスターレベルで左側の C-R OUT、
PHONESそしてメーターディスプレイに現れ、
AUX SEND 2は右側に現れます（AUX1と2をステ
レオモニターミックスとして使用したときにその
理由が分かるでしょう）。LEVEL SET (PFL)モー
ドでは、シグナルはセンターに現れますが、やは
りポストAUX SENDSマスターレベルです。

 AUX RETURN （レベル）ノブ
この4つのコントロールは、AUX RETURNステ

レオインプット端子 で受信するエフェクトの
全体的レベルを決定します。幅広いレンジのシグ
ナルレベルを扱えるように設計されています（オ
フからユニティーゲイン、20dBまで）。低レベル
のエフェクトも補正することができるように
なっています。 STEREO AUX RETURNレベルコ
ントロールを通過したシグナルは、直接MAIN

MIXフェーダー に進みます（例
外が1つありますが、すぐ後に説
明します）。
通常、このノブは中央のツメに
設定し、エフェクト側の出力をそ
れらのユニティーゲイン（デバイ
スのマニュアルをご参照くださ
い）に調整します。音量が大きす
ぎたり小さすぎたりする場合は、
ミキサー側でなく、エフェクト側
で調整してください。 この方法で
ミキサーのノブを中央に設定する
ようにしてください。

 EFFECTS TO MONITORS ノブ
ステージモニターミックスにリバーブやディレ
イを加える場合に使用するノブです。それぞれの
番号のAUX RETURNレベルコントロールとは別
に操作します。チャンネルストリップ に見ら
れるAUX1と2のノブと同じ働きをします。
この2つのノブはAUX RETURNシグナルをそれ
ぞれのAUX SENDアウトプット へ送ります。
すなわちTO AUX SEND 1ノブはAUX RETURN 1
をAUX SEND 1マスターへ、TO AUX SEND 2ノブ
はAUX RETURN 2をAUX SEND 2マスターへ送り
ます。左に振り切るとオフ、中央のツメでユニ
ティーゲイン、最大で15dBのゲインが可能で
す。AUX RETURN 3とAUX RETURN 4にはこの
ノブはありません（ステレオPAの接続例も参考に
してみてください）。

 MAIN MIX TO SUBS (AUX RET 3)
このスイッチが上がった状態になっていると、
AUX RETURN 3は他と同じように機能します。そ
のレベルノブで設定されたステレオシグナルを
MAIN MIX へ送ります。スイッチを押し込むと
シグナルはMAIN MIXのバスから外れて1-2/3-4ス
イッチへと送られます。ここでシグナルはもう一
度迂回します。以下を続けてお読みください。

 1–2/3–4 (AUX RET 3)
直前に記したように、MAIN MIX TO SUBSス

イッチがアップのとき、1-2/3-4スイッチはまっ
たく機能しません。上記スイッチをオンにしたと
仮定しましょう。 AUX RETURN 3のステレオシグ
ナルはもはやMAIN MIXには送られず、サブグ
ループフェーダー1と2（1-2/3-4スイッチがアップ
のとき）へ、またはサブグループフェーダー3と4
（1-2/3-4スイッチがダウンのとき）へ送られま
す。
例えばサブグループフェーダー1と2を使用し
てドラム（全部で7チャンネル）のステレオサブ
ミックスを作成したとします。元々の7つのドラ
ムチャンネルのフェーダーの代わりに2本の
フェーダーで全体的レベルの調整が可能です。サ
ブグループフェーダー1のASSIGN TO MAIN MIX
では  LEFTボタンが押し込み、同じく 2では
RIGHTボタンが押し込んで、ドラムサブミック
スをMAIN MIXに返します。AUXセンドからドラ
ムチャンネルをリバーブに送り、リバーブ出力を
AUX RETURN 3に接続します。ここまではいいで
すね？
上記のMAIN MIX TO SUBSスイッチをアップに
してAUX RETURN 3での戻りを直接MAIN MIXに
送ることも可能ですが、上記スイッチを押し込ん
で、1-2/3-4スイッチをアップにしてみましょ
う。リバーブはドラムサブミックスに統合され、
その2つのフェーダーの動きに追従します。
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何故こうするのでしょうか？リバーブを直接
MAIN MIXに送ってしまうと（MAIN MIX TO SUBS
スイッチはアップ）、サブグループフェーダー1と
2でドラムのフェードアウトを行った場合にドラ
イシグナルはフェードアウトしますが、ウエット
シグナルはまだ高らかに歌い続けてしまうからで
す！ドラムのリバーブ音（ウエット）のみが聞こ
え、オリジナルのドラムサウンドはまったく聞こ
えないという状況になります。これはチャンネル
のAUXセンドからリバーブへ信号が送られている
ためで、サブグループのフェーダーの動きが伝わ
らないことによるものです。以上がこのスイッチ
の存在理由です。

 C-R/PHNS ONLY (AUX RET 4)
すべてのSTEREO AUX RETURNは初期設定で
直接MAIN MIXへ送られるようになっています。
前の項目ではその例外、AUX RETURN 3について
のオプションを眺めました。AUX RETURN 4にも
例外のオプションがあります。C-R/PHNSスイッ
チを押し込むと、AUX RETURN 4のステレオシグ
ナルはMAIN MIXから外され、直接CTL ROOM/
PHONES SOURCEマトリクス へと送られま
す。SOURCEマトリクスでどのアサインスイッ
チが選択されても関係ありませんが、SOLOス
イッチが押し込まれるとやはり中断します。
ライブミックスを2トラックデッキやPAシステ
ムに送るような場面を考えてみましょう。クリッ
クのトラックを使用したとします。クリックのト
ラックを直接MAIN MIXに送ることもできます
が、デッキや聴衆には聞かせたくありません。そ
んな場合にこのスイッチを利用します。ナレー
ターの声などエンジニアとプレイヤーには聞こえ
ても、聴衆やデッキには届いては困るものに対し
て使用します。

 RETURNS SOLO スイッチ
このスイッチはチャンネルSOLOのスイッチと

似た働きをします。スイッチを押し込むとシグナ
ルはC-R OUTS、PHONESアウトプット、そして
メーターディスプレイへ送られ、ソロ以前の信号
は何であれ中断されます。また、MODEスイッチ
の設定にも従います。但し、RETURNS SOLO

スイッチの場合、4つのSTEREO AUX RETURN
シグナルすべてがSOLO回路へ送られます。
スネアドラムをソロにする場合を例にしてみま
しょう。そのチャンネルのSOLOスイッチをオン
にすると、スネアのドライなサウンド（エフェク
トなし）のみが聞こえます。それも大切ですが、
AUX RETURNで戻しているリバーブを加えたい
時もあるでしょう。チャンネルのSOLOスイッチ
はそのままにしてRETURNS SOLOスイッチを押
し込んでください。ドライなスネアサウンドにリ
バーブが加えられます。
この設定はグローバルなものであるので、他の
AUX RETURNから戻ってくる信号も聞こえてし
まう可能性もあります。それを排除するために
は、不必要なSTEREO AUX RETURNのレベルを
下げる、または同じエフェクトに送られている不
必要なチャンネルのシグナルをMUTEしてくださ
い。

おめでとうございます！そしておつかれさまで
した！これであなたは1604-VLZ PROの機能のす
べてを読み終えました。冷たいビールでもいかが
ですか？どうぞご遠慮なく。マニュアルの残りは
また必要に応じてお読みください。
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     仕様変更仕様変更仕様変更仕様変更仕様変更
ジャンパーについて
ジャンパーにはソリッド（より合わせていな
い）ワイヤー、26から28ゲージ（各種ラッピング
ワイヤー）を推奨します。ジャンパーの取り付け
では、ジャンパーの端を回路基盤の穴に通すこ
とはおやめください。目的のパッド（平らな銀色
の部分、中央に穴がある場合もあります）に対し
て平らにハンダ付けしてください。平らなワイ
ヤーの端がパッドをはみださないようにしてく
ださい。

1604-VLZ PRO     ポストポストポストポストポストEQEQEQEQEQ変更変更変更変更変更
PREスイッチが押し込んである場合のAUX
SENDS 1と2をプリEQではなくポストEQに変更
します。シグナルがポストLOW CUTであること
に変わりはありません。PREスイッチが押し込
まれていない場合は、変更による影響はありま
せん。変更するチャンネルごとに以下の作業を
行ってください。

1. 接続されているすべてのケーブル（電源コー
ドを含む）を1604-VLZ PROから外します。

2. 乾いた安全な場所に、ミキサーを裏返しに置
いてください。

3. ミキサーをラックマウントポジションにして
ある場合、またはRotoPodを装着してある場
合には、ご購入時のデスクトップモードに戻
してください。ポッドは装着する必要はあり
ません。単に底部から外してください。

4. 底部のネジを取り外します。どのネジがどこ
のものか忘れないようにしてください。底部
のカバーを外します。

5. 四角のパッドと丸いパッドの間にある「C」地
点のパターンを切断します。パターンを完全
に切断するように、そしてそばのパターンを
切断しないように注意深く作業してくださ
い。各チャンネルは少し異なっています。図
ではチャンネル16（他と大きく異なっていま
す）とチャンネル15（他と似ています）を例に
挙げています。

6. 「B」地点の四角のパッドから「C」地点の四角
のパッドにシャンパーを取り付けます。

7. 必要なチャンネルに対して行います。

8. 作業をよく点検し、カバーを元に戻します。
以上で終了です。

警告
ご注意ください。この手引

きは適任者を対象にしていま
す。電気ショックを回避する
ため、適任でない方はヒュー

ズを交換する以外の作業は行わないでくださ
い。修理、変更は技術者にお任せください。

免責条項
Mackie Designs製品の変更は、能力のある電気
技師によって行われなければなりません。
Mackie Designsは、このインストラクションに
従ったかどうか、実行した技術者が適任であっ
たかどうかに関わらず、改造によって発生した
いかなる損傷、事故に一切の責任を負いませ
ん。また、そのような損傷が発生した場合、保
証期間中であってもその対象とはなりません。
ご注意ください。

穴�

ジャンパー�

ハンダ�

変更前�

変更後�

チャンネル 16 チャンネル 15
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ジャンパー�
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警告
ご注意ください。この手引

きは適任者を対象にしていま
す。電気ショックを回避する
ため、適任でない方はヒュー

ズを交換する以外の作業は行わないでくださ
い。修理、変更は技術者にお任せください。

免責条項
Mackie Designs製品の変更は、能力のある電気
技師によって行われなければなりません。
Mackie Designsは、このインストラクションに
従ったかどうか、実行した技術者が適任であっ
たかどうかに関わらず、改造によって発生した
いかなる損傷、事故に一切の責任を負いませ
ん。また、そのような損傷が発生した場合、保
証期間中であってもその対象とはなりません。
ご注意ください。

ジャンパーについて
ジャンパーにはソ
リッド（より合わせて
いない）ワイヤー、26
から 28ゲージ（各種
ラッピングワイヤー）
を推奨します。ジャン
パーの取り付けでは、
ジャンパーの端を回路

基盤の穴に通すことはおやめください。目的の
パッド（平らな銀色の部分、中央に穴がある場合
もあります）に対して平らにハンダ付けしてくだ
さい。平らなワイヤーの端がパッドをはみださ
ないようにしてください。

1604-VLZ PRO     ソース変更ソース変更ソース変更ソース変更ソース変更
SOURCEマトリクスのCTL ROOM/PHONES

レベルコントロールが受信するメインミックス
のシグナルをポストMAIN MIXフェーダーではな
く、プリMAIN MIXフェーダーにします。
変更を行わなくても、以下の方法で同じ効果
が得られます。2本の標準1/4インチTS（チップ、
スリープ）をMAIN INSERT（LとR）に、最初にカ
チッと音のするところまで差し込み、もう一方
をにC-R/PHNS ONLYにアサインしたSTEREO
AUX RETURN 4に接続してください。以上で
STEREO AUX RETURN 4レベルはボリュームと
ともにCTL ROOM/PHONESのレベルもコント
ロールします。
また、TAPE INPUT（LとR）を利用し（この場合

には 1/4インチ -RCA 変換アダプタが必要）、
SOURCEマトリクスでTAPEソースボタンを押し
込むことによっても同様の結果が得られます。

1. 接続されているすべてのケーブル（電源コー
ドを含む）を1604-VLZ PROから外します。

2. PHONESのナットは外さないでください。

3. 乾いた安全な場所に、ミキサーを裏返しに置
いてください。

4. ミキサーをラックマウントポジションにして
ある場合、またはRotoPodを装着してある場
合には、ご購入時のデスクトップモードに戻
してください。ポッドは装着する必要はあり
ません。単に底部から外してください。

5. 底部のネジを取り外します。どのネジがどこ
のものか忘れないようにしてください。底部
のカバーを外します。

6. PHONES の基盤を動かして基盤上にマークさ
れた「YL」と「YR」地点を確認します。

7. 四角のパッドと丸いパッドの間にある「ZL」と
「ZR」地点のパターンを切断します。パターン
を完全に切断するように、そしてそばのパ
ターンを切断しないように注意深く作業して
ください。

8. 「YL」地点の四角のパッドから「ZL」地点の四
角のパッドに、「YR」地点の四角のパッドか
ら「ZR」地点の四角のパッドに、シャンパーを
取り付けます。

9. 作業をよく点検し、カバーを元に戻します。
以上で終了です。

穴�

ジャンパー�

ハンダ�

変更前�

変更後�

カット�

ジャンパー

8

7
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     製品仕様製品仕様製品仕様製品仕様製品仕様
Main Mixノイズ
20Hz～20kHz バンドウイズ、1/4インチ Main out、
チャンネルTrimノブ"U"、チャンネルEQフラッ
ト、全チャンネルをMain Mixにアサイン、 奇数
チャンネルのPan左、偶数のパン右。

Main Mix FADER"U"、chan FADER"-∞": -86.5dBu
（90dB SN比、基準 +4dBu）

Main Mix FADER"U"、chan FADER"U": -84.0dBu

全高調波歪率（THD）
1kHz @ +14dBu: 20Hz～20kHz
Mic in to Main out: 0.0007%以下

アッテネーション（クロストーク）
1kHz （0dBu）、20Hz～20kHz バンド幅、
ラインイン、1/4インチ Main out、Trimノブ"U"

チャンネルMute スイッチオン: -84dBu
チャンネルGain ノブ"-∞": -84dBu

周波数特性
マイクインプットからすべてのアウトプット

20Hz～60kHz: +0dB/-1dB
20Hz～100kHz: +0dB/-3dB

入力換算雑音（EIN）
MicインからInsert Send out、最大ゲイン

150 ohm termination: -129.5dBm unweighted

同相成分除去比 （CMR）
MicインからInsert Send out、最大ゲイン

1kHz: 90dB以上

最大レベル
Micイン: +22dBu
他のインプット: +22dBu
Main Mix 1/4" TRSアウト: +28dBu
他のアウトプット: +22dBu

インピーダンス
Micイン: 1.3 キロΩ
チャンネルInsertリターン: 2.5 キロΩ
他のインプット: 10 キロΩ以上
Tapeアウト: 1.1 キロΩ
他のアウトプット: 120 Ω

EQ
ハイシェルビング: ±15db @ 12kHz
ミッドピーク: ±15dB、スイープ 100Hz～8kHz
ローシェルビング: ±15db @ 80Hz
Low Cut フィルター: 18dB/octave、-3dB @ 75Hz

消費電力
100VAC、50/60Hz、50ワット

ヒューズ

120V: 1A Slo Blo、  5 x 20mm
220-240V: 0.5A Slo Blo、 5 x 20mm

重量
9.1kg

11
 ラ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
�

45
4.
7m
m

10
 ラ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
�

44
7.
0m
m

8 
ラ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
�

32
5.
1m
m
�

�

221.0mm

127mm

482.6mm

142.2mm

152.4mm

442.0mm

236.2mm

167.6mm
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     サササササポポポポポーーーーートトトトト情情情情情報報報報報
保証サービスについての詳細は、ミキサーに
付属の保証カードに記載されています。紛失し
た場合はお知らせください。
1604-VLZ PROに異常があると思われた場合に
は、修理を依頼される前にできるだけのチェッ
クを行ってください。ちょっとしたことが原因
で故障ではない場合もあり得ます。修理に出さ
ずに済むかもしれません。
修理のためにサービスセンターに戻って来た
製品（本当に少数ですが）の内、約半分に異常は
認められませんでした。これはミキサー以外の
場所で問題があったことを意味しています。是
非、以下のチェックリストをご参照ください。

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

チャンネル
･ チャンネルは正しいミックスにアサインさ
れていますか（1-2、3-4、L-R）？

･ フェーダーが下っていませんか？
･ INSERT端子を抜いてみてください。
･ 同じソース信号を他のチャンネルに接続し
てみてください。異常があると思われる
チャンネルと同じに設定してください。

アウトプット

･ 関連するコントロールが最小に設定されて
いませんか？

･ C-R OUTまたはPHONES出力を聞いている
場合、SOURCE選択はしましたか？

･ MAIN OUTのどれかに問題があると思われ
る場合は他の端子を外してみてください。
例えば、 1/4インチLEFT MAIN OUTであるな
ら、RCAアウトプットを外してください。
もし問題が解決したのであればミキサーに
異常はありません。

･ ステレオのペアに異常が見られる場合、左
右を入れ替えてみてください。例えば左ア
ウトプットから音が出ない場合、ミキサー
側で左右のコードを付け替えます。症状の
側が入れ替わらなければ、ミキサー外に問
題があることになります。

･ MAIN INSERTからすべての端子を外してみ
てください。

ノイズ
･ チャンネルフェーダーとAUX RETURNノブ
を1つずつ下げてください。ノイズが消えれ
ば問題はそのチャンネルまたは接続された
ものにあります。接続を外してみてくださ
い。ノイズが消えれば原因はその接続にあ
ります。

電源

･ 電源コードは繋がっていますよね！
･ ヒューズ を調べてみてください。

修理修理修理修理修理
日本仕様の1604-VLZ PROの修理は、Mackie

Designsもしくは提携サービスセンターにて行っ
ています。日本以外にお住まいの方は、以下の
点もお調べの上、お買い求め店にご連絡くださ
い。

1. 前述のチェック項目をご確認ください。

2. テクニカルサポートもご利用ください（日本
語、Support.Japan@mackie.com）。シリアル番
号をご用意ください。問題を説明し、RA
（Return Authorization）番号を要求してくださ
い。この番号がないと配送をお断りする場合
があります。

3. 電源コードやマニュアルはどこかに保管して
ください。ミキサー以外のものの返却には責
任を負いかねます。

4. オリジナルの箱にミキサーを梱包します。付
属発泡スチロールを必ずお使いください。こ
のことは非常に重要です。オリジナルの箱が
必要な場合は、テクニカルサポートにお知ら
せください。オリジナルの箱以外での配送に
よる損傷の一切の責任は負えません。

5. お名前、ご住所（P.O. box不可）、電話番号RA
番号、問題の詳細とその再現方法を添えてく
ださい。

6. RA番号を箱の上面に大きく書いてくださ
い。

7. ミキサーをテクニカルサポートから連絡され
たサービスセンターの住所にお送りくださ
い。保険を掛けることをお勧めします。
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この用語集にはサウンドミキシングやレコー
ディングに使用されるオーディオ、エレクトロニ
クス専門用語が多数収められています。多くの用
語は他の意味やニュアンスを持っていたり、ある
いはとても厳密に定義されていたりしますが、こ
こですべてを説明することはできません。それら
については適切な専門書をご参照ください。英書
では以下のものをお勧めします。

The Audio Dictionary　 Glenn White著
Tech Terms　 Peterson、Oppenheimer共著
Handbook for Sound Engineers 　Glen Ballou著
Mackie Mixer Book 　Rudy Trubitt著
Sound Reinforcement Handbook　 Gary Davis著

AFL
アフターフェーダーリッスンの略。ポスト
フェーダーソロ機能を意味します。

AUX（auxiliary）
ミキシングでは基本システムの能力に付加
される補助機器や機能を意味します。例え
ば、シリアル接続のプロセッサー（イコライ
ザー、コンプレッサー､ リミッター、ゲートな
ど）やパラレル接続のプロセッサー（リバー
ブ、ディレイなど）があります。ほとんどのミ
キサーには、これらの機器を接続するための
AUXバスとAUXリターンインプットが備えら
れています。

EIN
入力換算雑音。所定のプリアンプの出力ノ
イズを獲得するために必要な電圧を計測する
ことによって、ゲインステージの「静かさ」の
指標とします。一般的には-125から-129.5 dBm
の値です。

EQ
「イコライザー」を参照してください。

EQカーブ（EQ curve）
イコライザーの反応を示すグラフ。Ｘ軸（水
平）に周波数、Ｙ軸（垂直）に増幅（レベル）を用
います。イコライザーの種類と効果はこのグ
ラフの形によってピーク、ディップ、シェル
ビング、ノッチ、ニーなどに分類されていま
す。

FOH
Front Of Houseの省略形。「ハウス」、「メイン

ハウススピーカー」を参照してください。

Hz
「ヘルツ」を参照してください。

PFL
プリフェーダーリッスンの略です。放送局
においてはキューと呼ばれることもありま
す。サウンドスタジオではフェーダーを下げ
てもソロで聞ける機能を意味します。

Q
フィルターやイコライザーセクションでの
バンド幅を意味します。Qが75に設定された
EQは広くなだらかな、 Qが10に設定されたEQ
は狭く集中した反応曲線を描きます。Qの値を
計算するには、そのEQの中心周波数と、上下
の端がそれを3 dB下回るポイントの周波数を知
ることが必要です。Qは、中心周波数の値を上
下（各-3dB）のポイントの差で割ったものに等
しくなります。例えば、ピークEQの中心が
10kHzであって上下（各-3dB）のポイントがそれ
ぞれ7.5kHzと12.5kHzであるとき、Qは2となり
ます。

RCAフォノジャック、RCAジャッ
ク、フォノジャック（RCA phono
jack,RCA jack,phono jack）
RCAフォノジャックは、RCAが販売した安
価なコネクタ（メス）であり、もともとは蓄音
機をラジオ受信機やフォノアンプに接続する
のに用いられました。フォノジャックは一般
ステレオやビデオ機器には幅広く用いられま
したが（現在においても）、プロフェッショナ
ルなサウンド機器からは少しずつ消えていき
ました。その後フォノジャックは初期スタジ
オマルチトラックレコーダーで復活を果たし
（残念なことに）、再び使用されるようになり
ました。あまりにも多くのステレオレコー
ダーがこの端子であるので、Mackieもこの端
子を1つ設置することを決断しました。が、間
違えないでください。一般的にフォノジャッ
ク（プラグ）が好まれるのは、それが安価であ
るからです。

RCAフォノプラグ
（RCA phono plug）
RCAフォノジャックのオス。上記を参照し
てください。

RMS
Root Mean Square（二乗平均）の略。交流電圧
とオーディオシグナル電圧を計測する伝統的
な方法です。ほとんどのAC電圧計にはRMSを
読むための目盛りがあります。他にも平均電
圧、ピーク電圧、ピークトゥピークなどの計
測が一般的です。

SR
Sound Reinforcement（サウンド強化）の略。ア
コースティックからエレクトリックサウン
ド、演奏からスピーチまで、大勢の聴衆がク

付録付録付録付録付録 A A A A A：：：：：用用用用用語語語語語集集集集集
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リアに鑑賞することができるように、サウン
ドを増幅するシステムを意味します。しかし
ながら、ポピュラーミュージックでは観客が
興奮したり、気絶したり、時には一部の人を
難聴にしたりすることもあります！PA （Public
Address）と本質的に同じです。

TRS
「チップ、リング、スリーブ」の略語。単一
のプラグ（ジャック）で3つの導線を接続する方
式。TRSは、1/4インチフォンプラグ（ジャック）
と1/8インチミニフォンプラグ（ジャック）によ
く見られる配線です。TRSコネクタは2つのシ
グナルと共通グラウンドを扱うことができる
ので、ステレオまたはバランスプラグ（ジャッ
ク）とも呼ばれます。もう1つTRSによく見られ
る使用法があります。1本のケーブルでシグナ
ルの経路に外部インサートプロセッサーを差
し込むことです。Mackieのミキサーでは、
チップがセンド、リングがリターン、スリー
ブがグラウンドになっています。

TS
「チップ、スリーブ」の略語。単一のプラグ

（ジャック）で2つの導線を接続する方式。TS
は、1/4インチフォンプラグ（ジャック）と1/8イン
チミニフォンプラグ（ジャック）によく見られ
る配線です。モノまたはアンバランスプラグ
（ジャック）とも呼ばれます。1/4インチフォンプ
ラグ（ジャック）は標準プラグ（ジャック）とも
呼ばれます。

VLZ
Very Low Impedanceの省略形。インピーダン
スはオームによって計測されます。オームは
ギリシャ語の最後のアルファベットΩで表さ
れます。これがVLIではなくVLZの理由です！
VLZは、Mackieのミキシングボードのノイズ
レベルが根本的に低いという特長に大きく貢
献しています。熱ノイズはすべての回路に存
在するものです。一般的にその原因としてト
ランジスタと抵抗が疑われています。そして
インピーダンスが高くなるほどノイズが多く
なるというのが、熱ノイズの基本的法則で
す。MackieのVLZ設計によるミキサーは至る
所の内部インピーダンスを、可能な限り下げ
ることによって熱ノイズの発生を抑えていま
す。抵抗値をファクター3から4までにスケー
ルダウンすることで実現したVLZは、 熱ノイ
ズもそれだけ低減しています。特にミキサー
のバスで効果をあげています。

VRMS
「RMS」を参照してください。

XLRコネクタ（XLR connector）
「Cannon」を参照してください。

dB
「デシベル」を参照してください。

dBV
電子回路におけるオーディオシグナルの計
測に用いられる単位で、インピーダンスに関
わりなく1 VRMS に対するデシベルで表されま
す。一般消費者向けの機器に用いられること
の多い単位です。dBVをdBuに変換するために
は2.2dBを足してください。

dBm
デシベルとミリワットの複合の単位で、電
子回路におけるオーディオシグナルの計測に
用いられます。「dBm」の「m」はミリワットを意
味しています。600Ωのインピーダンス回路で
は、この基準値（0 dBm）は0.775 VRMSの電圧に
相当します（0.775Vは600Ωの負荷に1mWを生
じます）。

dBu
電子回路におけるオーディオシグナルの計
測に用いられる単位で、インピーダンスに関
わりなく0.775 VRMS に対するデシベルで表さ
れます。新しいオーディオシステムでよく用
いられるシグナルレベルの単位です。

dBv
dBuに等しい計測単位ですが、現在は使用さ
れていません。dBvとdBV（上の項目参照）はよ
く間違えられますが、同じものではありませ
ん。

アサイン（assign）
サウンドのミキシングでは、ある信号を特
定の信号に接続したり、信号経路の組み合わ
せを選択することを意味します。

アッテネート（attenuate）
シグナルを減衰またはサウンドを静かにす
ること。

アンバランス（unbalanced）
2つの芯線がグラウンドに対してつり合って
いない電子回路。通常片方の芯線はグラウン
ド電位に固定されています。アンバランス接
続に必要な導線は2本（シグナルすなわちホッ
ト、そしてグラウンド）だけです。アンバラン
ス接続は比較的安価ですが、特定の状況では
ノイズが浸入しやすいという問題もありま
す。

イコライザー（equalizer）
イコライザー（EQ）は回路の周波数特性を変

化させることを目的としたものです。すでに
存在するイコール（フラット）でない反応を補
正したり（このためイコライザーと呼ばれま
す）、サウンドを強調するために特定の周波数
のレベルを増減したり、必要のない成分を
カットして、オリジナルと異なる新しいサウ
ンドを生成します。
一般的ステレオのベース、トレブルもEQで
す。他にもパラメトリック、グラフィック、
ノッチフィルターなどのEQが存在します。
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EQについては、よく周波数特性のグラフが
参照されます。フラットな反応（EQなし）は文
字通り水平直線を描きます。ピーク（山）、
ディップ（谷）、ノッチ（溝）、シェルビング（大
地、棚）のような種類があります。スロープは
グラフの傾斜角度を意味します。
グラフィックイコライザーには多数の周波
数コントロールスライダーが装備され、フロ
ントパネルにそのグラフ形を大まかに形成し
ます。パラメトリックEQでは複数のEQパラ
メータを素早く変更することが可能です。
フィルターは特定の周波数帯域を通過させる
一方で、その他を減少または排除する仕組み
になっています。
レベルコントロールを除けば、EQはおそら
く最もパワフルなものと言えるでしょう（もち
ろん電源スイッチは勘定に入れません！）。

インピーダンス（impedance）
電気回路での交流抵抗、キャパシタンス、
インダクタンス。オームによって計測されま
す。オーディオ回路（または他の交流回路）で
は、インピーダンスのオームが直流オーム
メーターによって計測される回路抵抗と大き
く異なることもあります。
回路におけるインピーダンスの関係を適切
に保つことは歪みとノイズの軽減にとても重
要な意味を持っています。Mackieのインプッ
ト、アウトプットのインピーダンスは様々な
主要オーディオ機器と良好に作動するように
調整されています。

インプットモジュール（input
module）
1つのモジュールに1つのチャンネル。本当
のコンソールを組み立てる手段としてモジュ
ラー形式しかなかった時代から継承されたも
のです。「チャンネルストリップ」を参照して
ください。

ウエット（wet）
リバーブ、エコー、ディレイ、コーラスな
どのエフェクトを含んでいるサウンドを示し
ます。

エコー（echo）
壁や床などの表面による反響音。リバーブ
とエコーは同じような意味で使用されること
もありますが、オーディオ用語としては明確
に区別されるものです。言葉やノート、フ
レーズやサウンドの繰り返しが明らかに認識
されるのがエコーであり、反響が拡散して不
明瞭になり、連続的で滑らかに減少していく
のがリバーブです。ミキシングの段階でオリ
ジナルのサウンドを電子的または非電子的シ
ステム（それぞれ自然的エコーを模倣する装
置）に送り、ミキサーのインプットから戻し、
オリジナルと混ぜることによりエコーの効果
が達成されます。エコーが発生しやすい室内
をライブ、反響が吸収されてエコーが少ない
室内をデッドと呼んでいます。エコーのない
サウンドソースをドライ、エコーのかかった
ものをウェットと呼んでいます。

エフェクト機器（effects devices）
サウンドにエコーや残響音などの空間的要
素を加えたり、サウンドそのものを任意に変
化させることを目的とした外部音声信号処理
の機器。特定のインプットまたはサブグルー
プにインサートするもの（シリアル接続）、
AUXのリターン、センドを介して使用される
もの（パラレル接続）があります。「リバーブ」
も参照してください。

カージオイド（cardioid）
ハート形を意味します。サウンド関連では
指向性マイクロフォンの感度のパターン形を
示します。

キャノン（Cannon）
マイクをバランス接続する際に使用される3
ピンコネクタを世界に広めたメーカーの名称
です。通常、Cannon XLR-3マイクコネクタ、
またはその互換コネクタを意味します。

キュー（cueing）
放送局、舞台、ポストプロダクションなど
で、「キュー」という言葉が使われます。これ
は、レコードやCD、テープやSE（サウンドエ
フェクト）などのサウンドソースを開始する合
図を意味します。正しいポジションにいる
か、レベルやEQなどは適切か、などは前もっ
て確認しておく必要があります。そのために
は、外に流れることのない、エンジニアのみ
がチェックできる特別なモニター回路が必要
です。この回路はキューに深く関連してお
り、MackieのミキサーではPRE FADER SOLO
に相当します。

近接効果（proximity effect）
多くのダイナミックマイクに見られる特性
です。音源とマイクの位置が近いとき（特に3
インチ以下）、低音のレスポンスを強調されま
す。一般的にシンガーは、風呂場で歌うこと
よりも、この効果の方を好みます！

クリッピング（clipping）
オーディオシグナルのピークがアンプリ
ファイアの許容レベルを超えるようなゲイン
が設定された場合に生じる深刻な歪み。これ
を回避するにはシステムのゲインまたは、ク
リッピングが生じている場所のゲインを下げ
てください。「ヘッドルーム」も参照してくだ
さい。

グラウンド（ground）
アースとも呼ばれます。回路またはシステ
ムにおいて0Vの地点と定義され、他の地点の
電圧測定の基準となります。グラウンド接続
は、機器のシャーシやコントロール部を0Vに
保ち、エラー電流に安全な経路を与えること
によって電子システムの安全性を計ることを
目的としています。これはセーフティーグラ
ウンドと呼ばれています。
セーフティーグラウンドの維持は電気
ショックの防止に欠かせません。メーカーの
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指示に従い、正しい操作で安全なグラウンド
を確立してください。電源コードのグラウン
ドピンは絶対に破損させたり外したりしない
でください。
またコンピュータやオーディオ機器では、
小さな電流や電圧が回路にノイズを引き起こ
し正常な動作を妨げることがあります。安全
のためだけではなく、このような状況でも、
グラウンドの設置はノイズの侵入や拡散を最
小限にとどめるのに役立ちます。これはテク
ニカルグラウンドと呼ばれます。
高品質なオーディオ機器は、良質のテクニ
カルグラウンドを保持し、また良質のセーフ
ティーグラウンドによって安全な操作が行え
るように設計されています。テクニカルグラ
ウンドの問題でシステムにノイズが生じた場
合、マニュアルで配線に関する注意をチェッ
クするかサポートに連絡してください。ノイ
ズ問題を解決するためにセーフティーグラウ
ンドを犠牲にするようなことは絶対にしない
でください。

グラウンドループ（ground loop）
オーディオシステムのテクニカルグラウン
ドとセーフティーグラウンドが複数の場所で
接続しているとグラウンドにループが発生し
ます。小さな電流はループ内を飛び回ること
が可能となり、オーディオシステムにハムノ
イズをもたらす場合があります。グラウンド
ループの問題でシステムにノイズが生じた場
合、マニュアルで配線に関する注意をチェッ
クするかサポートに連絡してください。ノイ
ズ問題を解決するためにセーフティーグラウ
ンドを犠牲にするようなことは絶対にしない
でください。

グラフィックイコライザー
（graphic EQ）
オーディオスペクトル全体を均等に分割し
た周波数帯域をカットまたはブーストするス
ライダーを持つイコライザー。理想的には各
スライダーの位置によって描かれるカーブが
そのまま周波数特性を表します。すなわち周
波数スペクトルにわたる各スライダーは、
ブーストまたはカットのレベルをグラフィカ
ルに示しています。

ゲイン（gain）
回路がシグナルをどれだけ増幅するかを示
します。10dBのラインアンプなど、入力レベ
ル対出力レベルの比率をdBで表すことが多い
ようです。

ゲインステージ（gain stage）
全体的システムまたは1つの機器の信号経路
における増幅のポイントです。システムの最
終レベルは複数のゲインステージによって決
定することがあります。

コーラス効果（chorusing）
デジタルディレイやリバーブなどの機器で
作り出される効果。サウンドに多様なディレ
イやピッチシフトを適用しています。信号を

左右に振り分け、ステレオ感を出すことが多
く、使い方によっては美しくもグロテスクに
もなり得ます。

コンソール（console）
サウンドミキサー。通常は卓とも呼ばれる
机より大きなものを指します。

コンデンサー（condenser）
 一般的にキャパシター（蓄電器）としても知
られる電子部品の名称。オーディオでは、コ
ンデンサーマイクロフォン（サウンドをピック
アップするために、マイクにコンデンサーを
内蔵）としても有名です。この種のマイクは内
蔵アンプを駆動し、キャパシターの充電を保
持するために電源が必要です。通常、内部の
バッテリーまたは外部（ミキシングコンソール
など）からのファンタム電源が電力を供給しま
す。

シェルビング（shelving）
イコライザーの周波数反応曲線の1つ。シェ
ルビングイコライザーの特性は、ある周波数
で上昇（下降）し始め、シェルビング周波数に
到達するまで上昇（下降）し続けます。シェル
ビング周波数ではカーブがフラットになり、
可聴範囲までその状態を保ちます。全体の
カーブは棚地のような形状をしています。一
般的ステレオのEQコントロールはほとんどこ
のタイプです。「ピーク」、「ディップ」を参照
してください。

スイープEQ（sweep EQ）
スイープできる、すなわちいくつかのセク
ションの周波数を連続的に変化させることの
できるイコライザーです。

ステレオ（stereo）
信じようと信じまいと、ステレオという語
は立体を意味するギリシャ語から派生してい
ます！私達の考えるステレオまたは立体音響
とは、2つのまたはそれ以上のオーディオシグ
ナルによって、リスナーの周囲に連続的で空
間的なサウンドの場が広がるように見せかけ
ることを意味します。実際にはステレオは単
に2チャンネルであることが多いようです。

スラップまたはスラップバック
（slap, slapback）
1回のみのエコー。「エコー」を参照してくだ
さい。

センド（send）
メインの他にセカンドミックスを作成する
など、入力信号をどこかへ送ることを意味し
ます。モニター、ヘッドフォンモニター、エ
フェクト機器などに送るのが一般的です。
MackieミキサーではAuxセンドと呼ばれます。
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ソロ（solo）
イタリア語で単独を意味します。オーディ
オミキサーのソロ回路は、エンジニアが個々
のチャンネルやバスなどを単独で、あるいは
組み合わせで聞くことを可能にします。

対称的バランス
（symmetrically balanced）
「バランス」を参照してください。

ダイナミック（dynamic）
磁場でコイルを移動させることにより電気
信号を発生するマイクロフォンをダイナミッ
クマイクと呼んでいます。このマイクは丈夫
で比較的安価で、そのパフォーマンスは高
く、外部からの電力を必要としません。

ダイナミックレンジ
（dynamic range）
最大値から最小値まで、システムが処理す
ることのできるサウンドのレベルの範囲。通
常ノイズフロアとピーククリッピングの比率
としてデシベルで表します。

ダブリング（doubling）
元の信号を20から50ミリセカンド遅らせた
信号とミックスすることにより得られるディ
レイ効果。慎重にダブリングを行うと、ダブ
ルトラッキング（同じ声や楽器を重ねて録音す
ること）をシミュレートすることが可能です。

チャンネル（channel）
オーディオ回路における1つの機能的な信号
経路。インプットチャンネル、アウトプット
チャンネル、レコーディングチャンネル、左
チャンネルなど。

チャンネルストリップ
（channel strip）
ミキサーのフロントパネル上に見える1つの
オーディオチャンネルの外見をこのように表
現します。通常縦長な列でいくつかのコント
ロールが並んでいます。

ツメ（detent）
ノブやスライダーの稼動範囲のあるポイン
トに設けられたクリックストップです。
Mackieのミキサーではユニティーゲインに用
いられています。

ディップ（dip）
ピークの反意語です。ディップはEQカーブ
における谷、または窪みを意味します。イコ
ライザーでディップを作成すると、ある周波
数帯域が減少します。

ディレイ（delay）
ディレイは通常、オーディオ信号をわずか
な時間だけ遅らせて繰り返すこと、またはそ

れを目的とした電子回路やエフェクト機器の
ことを指します。単に1回だけの短い繰り返し
や、コーラスやリバーブなどの複雑な効果を
併用した複数の長い繰り返しなどがありま
す。オリジナルのサウンドとミックスされる
ことにより、フェーズ、フランジャー、ダブ
リング、スラップ、スラップバック、エ
コー、コーラス、ホールリバーブなど、様々
な効果を生じます。オーディオ信号を遅らせ
ることは多くのエフェクトユニットの仕組み
に利用されています。

ディレイの再生成（regeneration）
または再循環。ディレイのアウトプットを
もう一度ディレイに戻すことによってディレ
イのディレイのディレイ・・・を生成する効
果。エフェクト機器のフロントパネルだけで
できる場合もあります。ミキサーでディレイ
のリターンを戻すという方法もあります。1つ
のアイデアですが、戻す量には注意が必要で
す。

デシベル（dB）
dBは、対数を用いて表される比率の単位で
す。膨大な範囲の数値を単純化して表現する
ことが可能であり、数多くのオーディオシス
テムのパラメータに用いられています。
1000V:1Vの比率は60dBと表されます。比率の
片方が一般的に認められた標準的な値、すな
わち0.775V、1V、1mwに一致する場合、その
比率は絶対的数値すなわち+4dBu、-10dBV、
0dBmに対するものとなります。

トリム（trim）
オーディオミキサーで、最初に増幅のゲイ
ンを調整する場所。現実的に音源から送られ
る様々な種類の入力信号を処理するために必
要な調整です。トリムの適切な設定は非常に
大切です。そのチャンネルの全体的ノイズ性
能を決定します。「マイクプリアンプ」を参照
してください。

ドライ（dry）
 リバーブやディレイ、コーラスなどのエ
フェクトを通さない元のサウンドを意味しま
す。ドライはウェットの反意語であり、エ
フェクトの影響を受けていないことを表しま
す。

ニー（knee）
イコライザーの反応曲線における鋭い屈曲
部分。ヒザに似ています。ダイナミックプロ
セッサーに対しても用いられることがありま
す。

ノイズ（noise）
何であれ、聞きたくないものです！ハムノ
イズ（ブーンという雑音）やヒスノイズ（シャー
という雑音）などです。クロストークやデジタ
ルハッシュ、あるいは近所から聞こえるステ
レオ？など、色々な場合があります。ホワイ
トノイズ、ピンクノイズ、ブラウンノイズ、
胆石を取って元気になったお義母さんの小
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言？などもその一種です！

ノイズフロア（noise floor）
システムの残留ノイズレベル。優秀に設計
されたミキサーでは静かなヒスノイズとして
かすかに聞こえます。これはトランジスタの
接合部で電子が動き回ることによって生じる
熱ノイズです。ノイズフロアが低いほど、
ヘッドルームが高くなり、システムのダイナ
ミックレンジをさらに生かせます。

ハース効果（Haas effect）
音が左右の耳に到達するまでの時間は音の
方向認識に影響を与える、ということを利用
した音響心理的効果。左右の耳に同時に同じ
音量のサウンドが捉えられた場合、音源は真
正面にあると認識されます。片耳に届く音量
が同じであってもわずかに遅れた場合（0から5
ミリセカンド）、音源はもう一方の耳（最初に
聞こえた方）の側にあるように認識されます。

ハウス（house）
サウンド関係の語法では「ハウス」は、ホー
ル、ビル、アリーナ、芝居小屋、ライブハウ
スなどの個々の場所という意味で用いられま
す。ハウスエンジニア、ハウスミキサー、ハ
ウススピーカーなどの用法があります。

バス（bus）
3つ以上の回路が共有する電気的接続。ミキ
サー設計では、通常複数のインプットからミ
キシングアンプリファイアに信号を運びま
す。ちょうど街のバスが地域から仕事場に
人々を運ぶのに似ています。

バランス（balanced）
古典的バランス接続オーディオ回路では、
回路の2本の芯線（＋と－）は正確に等しいイン
ピーダンスだけ回路のグラウンドから遠ざけ
られています。加えて、各芯線は等しいレベ
ルのシグナルを運びますが、グラウンドに対
する極性は逆となっています。他にも、片方
の芯線のみがシグナルを運び、両方の芯線が
グラウンドに対して同じインピーダンス特性
を示すようなバランス回路もあります。バラ
ンスインプット回路は、回線に生じる同相成
分ノイズの除去に優れ、適切なグラウンドシ
ステム（グラウンドループなし）を容易に実現
します。通常は1/4インチTRSまたはXLRコネク
タを使用します。

バンド幅（bandwidth）
3dB以下のロスでデバイスを通過する周波数
の帯域幅で、ヘルツまたはオクターブの単位
で表されます。「Q」を参照してください。

パラメトリックEQ（parametric
EQ）
各セクションに3つの主要パラメータ（すな
わちフリーケンシー、ゲイン、バンド幅）を備
えたフル装備のパラメトリックEQはとてもパ
ワフルです。それぞれのパラメータは、個別
的にそして連続的に（滑らかに）コントロール

することが可能です。ミドルクラスのパラメ
トリックEQは通常フリーケンシーとゲインの
みを備えています。フリーケンシーとゲイン
は自由に設定できますが、バンド幅を編集す
ることはできません。

パン、パンポット（pan, pan pot）
パンポットはpanoramic potentiometer（パノラ

マ分圧器）の略語です。モノラルのサウンド
ソースは、パンポットを調節することによっ
て左右のチャンネルでのボリュームが設定さ
れ、ステレオ定位が決まります（時間的に変化
させる効果も有効です）。サウンドが耳に届い
たとき、人間の脳は左右での音量の違い、時
間の遅れ、スペクトル、周囲のリバーブ感な
どをもとにステレオポジションを感知してい
ます。

ピーク（peak）
ディップの反意語です。EQカーブにおける
丘の部分を意味します。イコライザーでピー
クを作るとその帯域がブーストされます。

ファンタム電源（phantom power）
コンデンサーマイク（あるいはいくつかの
ピックアップ装置）にサウンドミキサーから電
源を供給するシステムです。その電源は標準
マイクケーブルを通して運ばれ、通常のダイ
ナミックマイクからは見ることができないこ
とからファンタム（幻）の名が付きました。
Mackieのミキサーは、オンとオフ切り替え可
能な標準+48V交流電源を使用しています。高
品質のコンデンサーマイクの多くはこの+48V
ファンタム電源を用いるように設計されてい
ます。メーカーのマニュアルをご参照くださ
い。
一般的に、ファンタム電源は非コンデン
サー型マイクロフォン（特にダイナミックマイ
ク）に何の危害も加えません。けれどもアンバ
ランス型マイクや特定の機器（ワイアレスマイ
クの受信機など）、そしていくつかのリボンマ
イクはファンタム電源によってショートし、
深刻なダメージを受ける怖れもあります。
メーカーのマニュアルを確認し、注意を払っ
て使用してください。

フィルター（filter）
特定の周波数帯域を減少するシンプルなイ
コライザー。ローカットフィルター（通称ハイ
パスフィルター）は、設定されたカットオフフ
リーケンシー以下の周波数帯域を減少または
排除します。その他にもハイカット（通称ロー
パス）フィルター、中域を残し、低域と高域を
カットするバンドパスフィルター、狭い帯域
のみをカットするノッチフィルターなどがあ
ります。

フェージング（phasing）
オリジナルの信号が短いディレイ（0から10

ミリセカンドの遅れ）の信号とミックスされる
ことによって生じるディレイ効果。ディレイ
タイムはゆっくりと変化します。2つの信号が
組み合わされると時間とともに変化するドラ
マチックなコーム（くし型）フィルター効果が
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生まれます。 フェージングは信号にスイーピ
ングコームフィルターを適用することによっ
て模倣されることもあります。くし型フィル
ターならあなたの裏ポケットにも潜んでいる
かもしれません！

フェーダー（fader）
オーディオレベルのコントロールの別名。
現在、この用語は回転式ノブではなく直線ス
ライダーのことを表すことが多いようです。

フォノジャック（phono jack）
「RCAフォノジャック」を参照してくださ
い。

フォノプラグ（phono plug）
「RCAフォノプラグ」を参照してください。

フォンジャック（phone jack）
何百もの端子にパッチコードが繋がれた昔
の電話交換機を見たことがありますか？これ
らがジャック（差込口）とプラグです。現在で
は楽器やオーディオ機器に幅広く使用されて
います。フォンジャックはメスのコネクタ
で、Mackieでは1/4インチ2コンダクタ（TS）と3
コンダクタ（TRS）を使用します。

フォンプラグ（phone plug）
上記フォンジャックの相手、オスのコネク
タです。

複合グラフ（family of curves）
特定のEQやEQセクションに可能なEQカー
ブ例を1つのチャートに示したもの。

フランジング（flanging）
フェージングの用語。デジタルディレイ機
器がまだ存在しない時代、2台のテープマシン
を同時に走らせた後、片方のリールフランジ
を指でこすって僅かに遅らせることによって
フェージング効果を作成していたことからこ
の言葉が生まれました。

フリーケンシー（frequency）
あることが一定期間に繰り返される数。
オーディオ回路における電気信号の波形パ
ターンは、一般的に1秒間におよそ20回から
20000回繰り返されます。この振動、そして振
動の組み合わせが音程、音質、倍音などのサ
ウンド形成の要素です。フリーケンシーの単
位にはヘルツ（Hz）が用いられます。1 Hzは毎
秒1回の繰り返しがあること（1秒で1周期）を意
味します。

プリフェーダー（pre-fader）
AUXセンドの状態を説明する用語です。プ
リフェーダーとは、チャンネルフェーダーの
設定が影響しないように接続されている状態
を意味します。モニターの接続に典型的で
す。

ヘッドルーム（headroom）
オーディオシステムで基準となる操作レベ
ルとクリップするピークとの差。例えば基準
ラインレベルが+4dBu、最大出力レベルが
+22dBuで作動するミキサーのヘッドルームは
18dBになります。ヘッドルームが大きいほ
ど、ピークが高くなります。

ヘルツ（Hertz）
振動の周波数に対する単位。1ヘルツは毎秒
1周期であることを意味します。Hzと略記され
ます。KHzはキロヘルツと発音し、1000ヘルツ
に相当します。

ボリューム（volume）
オーディオシステムの電気的レベルまたは
サウンドレベル。これだけが売り物のバンド
もみかけます！

ポストフェーダー（post-fader）
AUXセンドの状態を説明する用語です。ポ
ストフェーダーとは、チャンネルフェーダー
の設定が反映されるように接続されている状
態を意味します。エフェクトとの接続に典型
的です。「プリフェーダー」を参照してくださ
い。

ポット（pot, potentiometer）
エレクトロニクスの用語では電位または電
圧を変化させる可変抵抗、オーディオ用語で
は回転ノブまたはスライダーを意味します。

マイクアンプ（mic amp）
「マイクプリアンプ」を参照してください。

マイクプリ（mic pre）
「マイクプリアンプ」を参照してください。

マイクプリアンプ（mic preamp）
マイクロフォンプリアンプリファイアの略
語。マイクからのとても低いレベルの信号（約-
50dBu）をラインレベル（約0dBu）に持ち上げる
ことを目的としています。多くの場合、個々
のソースレベルに適切なゲインを設定するた
めの、トリムコントロールと呼ばれるボ
リュームコントロールを備えています。ミッ
クスのノイズ対策やヘッドルームにとって、
このゲインを慎重に設定することは非常に重
要です。

マイクレベル（mic level）
マイクに特有の信号レベルです。一般的に
は-30dBu以下であり、まれにマイク以外から
も送られます。極度に静かなものでは-70dBu
以下の場合もあります。逆に、大きなレベル
のものも存在します。これはホットなマイク
レベルと呼ばれることもありますが、単に「大
きな音だな！」と叫んでも構いません。
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マスター（master）
ミキサーの最終アウトプットを決定するコ
ントロールです。複数によって構成される場
合もあります。スライドフェーダーや回転ノ
ブなどの形状をしています。

マルチ（multi）
Multiple（並列）の略語。オーディオ用語でマ
ルチはパッチベイでのパラレル接続や、アウ
トプットを複数のインプットに分配するパッ
チコード接続（この場合はY字型ケーブルを使
用）を意味します。英語では「何故ボードすべ
てのインプットにフランジャーをマルチした
の？」などと動詞としても使用されています！

ミキサー（mixer）
様々なオーディオシグナルを共通のアウト
プットにまとめる電子機器。このミキサーで
はみんなにふるまう果実酒を作ることはでき
ません！

耳鳴り（tinnitus）
大音量にずっと耳をさらしていることに
よって生じるキーンという持続音。ボリュー
ムノブを乱用することによって耳の中に生じ
るブーン、リーン、ヒューというサウンド！

メイン（mains）
「メインハウススピーカー」を参照してくだ
さい。

メインハウススピーカー
（main house speakers）
サウンドシステムを強化するメインのラウ
ドスピーカーです。通常メインステージから
サウンドが流れるように設置されます。

モニター（monitor）
サウンド関係では、モニターは演奏者が自
分の演奏を聞くために必要とするスピーカー
（ヘッドフォン、イアフォン）を意味します。
またレコーディングスタジオでは、プロダク
ションのスタッフが作業中のサウンドを確認
するために使用するスピーカーをモニタース
ピーカーと呼びます。動物学ではスタジオに
生息し、レコーディングの最中スタッフを
じっと見つめている生物をモニタートカゲと
定義しています。危ないのでミキサーには近
づけないように注意してください！

モノ（mono）
モノラルの短縮形です。

モノラル（monaural）
一方の耳に関係する言葉です。サウンドの
世界では、オーディオ情報をのせた信号が1つ
のチャンネルによって伝えられる場合にモノ
ラルと表現します。1本のマイクはモノピック
アップ、多数のマイクの出力を1つのチャンネ
ルにまとめたものをモノミックスなどと呼ん

でいます。モノシグナルは2つのスピーカーに
よって再生された場合にもモノラルです。1
チャンネルの情報しか含まれていません。け
れども複数のモノラルソースにパンを設定し
てステレオ（あるいは2チャンネル以上のシス
テム）ミックスとすることも可能です。ステレ
オ信号が左右で不均等に再生されるような場
合には、モノラル信号でチェックするとよい
でしょう。

ユニティーゲイン（unity gain）
回路やシステム内で、電圧ゲインを固定ま
たは統一するために設定されるゲインの位
置。ユニティーゲインに設定された回路で
は、シグナルは入力時と同じレベルで出力さ
れます。Mackieのミキサーでユニティーゲイ
ンを達成するには、すべてのコントロールを
「U」の位置に設定してください。Mackieのユニ
ティーゲインはベストのヘッドルームとノイ
ズ数値を保証します。

ラインレベル（line level）
一般的に-10dBuから+30dBuまでのレベルを

意味します。

リターン（return）
リバーブやエコーやその他のエフェクト機
器によって処理されたサウンドを戻すことを
目的とするミキサーのラインインプット。ミ
キサー内部の配線や操作方法にもよります
が、リターンを追加ラインインプットとして
使用することもできます。もちろんリバーブ
の返りをリターンではなく通常のチャンネル
に戻すことも自由です。

リバーブ（reverberation, reverb）
ソースであるサウンドが停止した後、その
場所に残る残響音。広いタイル張りの部屋で
手を叩いてみると簡単に体験することができ
ます。リバーブとエコーは同じような意味で
使用されることもありますが、オーディオ用
語としては明確に区別されるものです。反響
が拡散して不明瞭になり、連続的で滑らかに
減少していくのがリバーブであり、言葉や
ノート、フレーズやサウンドの繰り返しが明
らかに認識されるのがエコーです。ミキシン
グの段階でオリジナルのサウンドを電子的ま
たは非電子的システム（それぞれ自然的リバー
ブを模倣する装置）に送り、ミキサーのイン
プットから戻してオリジナルと混ぜることに
よりリバーブ効果が達成されます。リバーブ
が発生しやすい室内をライブ、反響が吸収さ
れてリバーブが少ない室内をデッドと呼んで
います。リバーブのないサウンドソースをド
ライ、リバーブのかかったものをウエットと
呼んでいます。

レベル（level）
信号の電圧、電力、強さ、ボリュームなど
の意味があります。オーディオシグナルはそ
のレベルによっていくつかに分類されていま
す。一般的には、マイクレベル（-40dB以下）、
インストゥルメントレベル（-20から-10dBu）、
ラインレベル（-10から+30dBu）があります。
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付録付録付録付録付録 B B B B B：：：：：接接接接接続続続続続

"XLR""XLR""XLR""XLR""XLR"コネクタコネクタコネクタコネクタコネクタ
Mackieのミキサーは、すべてのマイクイン
プットに3-pin XLR（メス）コネクタを使用してい
ます。 ピン1はグラウンド（アース）にシールド
され、ピン2はオーディオシグナルの「ハイ」
（ホットまたは正の極性）に、ピン3はオーディ
オシグナルの「ロー」（コールドまたは負の極性）
に接続されています（図A）。これらすべては完
全に権威あるAES （Audio Engineering Society）の
基準に合致しています。
いわゆるマイクケーブルと呼ばれるものの片
側、XLRタイプのオスのコネクタを、ミキサー
のXLRジャック（メス）に接続します。
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図B：1/4インチTRSプラグ

図A：XLRコネクタ

11111/////44444インチインチインチインチインチ"TRS""TRS""TRS""TRS""TRS"
フォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャック
TRSは「チップ、リング、スリーブ」の略語で

す。この3つの接続によってステレオ1/4インチま
たはバランス型のフォンジャック（プラグ）とし
ての使用が可能です（図B）。TRSジャック（プラ
グ）は色々な用途に用いられます。

･ ステレオヘッドフォン、まれにステレオマイ
クロフォンやステレオライン接続：この場
合、1/4インチTRSジャック（プラグ）のチップ
は左チャンネルに、リングは右チャンネル

スリーブ�

チップ�

チップ�スリーブ�

チップ�

スリーブ�

図C： TSプラグ

に、スリーブはグラウンド（アース）に接続さ
れます。Mackieのミキサーは1プラグタイプ
のステレオマイクロフォンを直接接続するこ
とはできません。このようなマイクのステレ
オ信号は左右それぞれにコードを用意し、2
つのマイクプリアンプに接続してください。

ステレオマイクロフォン用のアダプタは自作
しても構いません。1/4インチTRSジャック
（メス）から2つのXLRプラグ（オス）へ分岐す
る「Y」字のケーブルを作成し、左右のチャン
ネルとして接続します。

･ モノバランス回路：バランス型コネクタとし
て使用する場合は、1/4インチTRSジャック
（プラグ）のチップをシグナルのハイ（ホット）
に、リングをシグナルのロー（コールド）に、
スリーブをグラウンド（アース）に接続しま
す。

･ アンバランス型センド＆リターン回路：この
場合も「Y」字型のケーブルとなります。1/4イ
ンチTRSジャック（プラグ）のチップをシグナ
ルのセンド（ミキサーからのアウトプット）
に、リングをリターン（ミキサーのインプッ
トに戻す）に、スリーブをグラウンド（アー
ス）に接続します。

11111/////44444インチインチインチインチインチ"TS""TS""TS""TS""TS"
フォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャックフォンプラグとジャック
TSは「チップ、スリーブ」の略語です。この2つ

の接続によってモノ1/4インチフォンジャック（プ
ラグ）としての使用が可能です（図C）。TSジャッ
ク（プラグ）も色々な用途に用いられますが常に
アンバランスです。チップはオーディオシグナ
ルに、スリーブはグラウンド（アース）に接続さ
れます。以下に例を挙げます：

･ アンバランス型マイクロフォン

･ エレクトリックギター、電子楽器

･ アンバランス型ラインレベル接続
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･ バランスのアウトプットをアンバランスのイ
ンプットに接続する場合、シグナルのハイ
（ホット）同士が互いに接続していること、そ
してバランス側シグナルのロー（コールド）が
アンバランス側のインプットでグラウンド
（アース）に送られること、を確認してくださ
い。多くの場合、バランスのグラウンド
（アース）もアンバランス側のインプットでグ
ラウンド（アース）に接続されます。もしグラ
ウンドループの問題が発生したら、バランス
の端でこの接続を切断しておいてください。

･ アンバランスのアウトプットをバランスのイ
ンプットに接続する場合、シグナルのハイ
（ホット）同士が互いに接続していることを確
認してください。アンバランス側のグラウン
ド（アース）は、バランス側のインプットで
ロー（コールド）とグラウンド（アース）に接続
されるべきです。もしグラウンドループの問
題が発生したら、アンバランス側のグラウン
ド（アース）は、バランス側のインプットの
ロー（コールド）のみに接続し、インプットの
グラウンド（アース）には何も接続しないよう
にしてみてください。

機器を接続していく中で、特殊アダプタを用
意しなければならない場合もあるでしょう。例
えば、バランス型XLR（メス）をアンバランス型
の1/4インチTSフォンプラグに接続する必要があ
るかもしれません。

スイッチ式スイッチ式スイッチ式スイッチ式スイッチ式     11111/////44444インチインチインチインチインチ
フォンジャックフォンジャックフォンジャックフォンジャックフォンジャック
1/4インチフォンジャックにはスイッチを組み
入れることが可能です。このスイッチはプラグ
が差し込まれることによって作動し、例えば回
路のインサートループを開いたり、信号の入力
経路を変更したりします。Mackieのミキサーで
は、チャンネルインサートとバスインサートの
ジャック、インプットジャックとAUXリターン
にスイッチを組み入れています。また、何も差
し込まれていないラインレベルのインプットを
グラウンドするためにも、スイッチが使用され
ています。
通常、スイッチを作動させるためには、プラ
グを完全に差し込む必要があります。Mackieは
これを逆利用し、プラグを半分だけ差し込むと
いう条件のもとで、いくつかの回路に特殊な機
能を与えています。後に記された「Mackieの特殊
接続」を参照してください。

"RCA" "RCA" "RCA" "RCA" "RCA" プラグとジャックプラグとジャックプラグとジャックプラグとジャックプラグとジャック
RCAタイプのプラグ（フォノプラグとも呼ばれ
ます）とジャックは家庭用ステレオやビデオ機器

に多く用い
られていま
す。その他
にも色々な
用途に使用
されていま

す（図D）。これらはアンバランスであり、電気的
には1/4インチTSフォンプラグ（ジャック）と同じ
です（図C）。 中央のピンがシグナルで周囲の筒が
グラウンド（アース）またはシールドです。

ラインのアンバランス化ラインのアンバランス化ラインのアンバランス化ラインのアンバランス化ラインのアンバランス化
スタジオやステージやPAなどの状況では多く
の場合、様々な機器のインプットとアウトプッ
トにバランスとアンバランスが混在していま
す。一般的にこれは接続上の問題になることで
はありません。

チップ�

このプラグをミキサーの�
チャンネルインサートジャックに接続� リング�

チップ�
リング�
スリーブ�

エフェクト機器へ�

エフェクト機器から�

（TRS プラグ）�

図F

チップ�スリーブ�チップ�スリーブ�

図D：RCAプラグ
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MACKIEMACKIEMACKIEMACKIEMACKIEの特殊接続の特殊接続の特殊接続の特殊接続の特殊接続
Mackieのジャックは、バランス、アンバラン
ス間の接続も配慮して設計されています。例え
ば、1/4インチTRSバランス型インプットに差し込
まれる1/4インチTSプラグは、自動的にインプッ
トをアンバランスにして正しい接続を行いま
す。これとは逆に、1/4インチアンバランス型イ
ンプットに差し込まれる1/4インチTRSプラグは、
自動的にリング（ローまたはコールド）をグラウ
ンド（アース）に結びつけます。

"TRS"センド＆リターンの
インサートジャック
Mackieの単一端子によるインサートは、3芯の

1/4インチTRSフォンを通じて行われます。これら
はアンバランスですが、1つのコネクタでミキ
サーアウトプット（センド）とミキサーインプッ
ト（リターン）、両方の役割を果たします（図F）。
スリーブは双方の信号の共通グラウンド（アー
ス）です。ミキサーからのセンドはチップを通し
て外部機器に運ばれリングを通して戻ります。

インサートジャックを
センドとしてのÇ›使用
TS（モノ）1/4インチプラグを、Mackieのイン

サートジャックに半分だけ（最初にカチッと音が
するところまで）差し込んだ場合、プラグは
ジャックのスイッチを作動させないので回路の
インサートループは開きません。従ってチャン
ネルのシグナルに変化はありません。そのまま
ミキサー内を流れ続けます。

この仕組みは通常の操作を妨げることなく、
その場からチャンネルまたはバスのシグナルを
外部に供給することを可能にしています。
TS（モノ）1/4インチプラグを完全に（2回目のカ
チッという音がするところまで）押し込んだ場
合、ジャックスイッチが開いていわゆるダイレ
クトアウトの状態となります。このとき、ミキ
サーの内部ではそのチャンネルのシグナルは遮
断されます（図E）。

注意： ミキサーが出力して
いる信号をオーバーロード
またはショートさせないで
ください。内部信号にも影
響を及ぼします。

ステレオインプットとリターン：
モノ、ステレオ、その他
ステレオラインインプットそしてステレオ
AUXリターンは、Mackieの理念（今考えたのです
が・・）を示すよい例です。その理念とは「最大
の自由と最小の頭痛」すなわち「最小の手間で最
大の効果を」です！ジャックの使用法によりイン
プットとリターンは自動的にモノあるいはステ
レオに切り替わります。その仕組みを説明しま
しょう。
モノシグナルはLEFT (MONO) と記されたイン
プットまたはリターンジャックに接続します。
そのシグナルは左右両方に送られ、アサインさ
れたバスのステレオペアの中央に現れます。バ
ランスコントロールで「パンを振る」ことも可能
です。
2つのプラグによるステレオシグナルは、それ
ぞれをLEFT (MONO)そしてRIGHTインプットま
たはリターンジャックに接続します。この場合
にはRIGHTジャックのジャックスイッチが上記
モノ機能をオフにするのでシグナルはステレオ
として現れます。
RIGHTジャックに接続されたモノシグナルは
右のバスにしか現れません。特別なイベント（結
婚式、宗教の儀式、政治家の誕生日パーティー
など）にのみ、うってつけの洗練されたテクニッ
クです！

図E

ダイレクト出力（マスターへの信号中断なし）�
最初にカチッと音がする所まで挿入�

インサートジャック�

インサートジャック�

インサートジャック�

ダイレクト出力（マスターへの信号は中断）�
2度、カチッと音がする所まで挿入�

エフェクトループとしての使用�
（チップ = センド、リング = リターン）�

モノプラグ�

モノプラグ�

ステレオプラグ�
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マルチとマルチとマルチとマルチとマルチとYYYYY字型コネクタ字型コネクタ字型コネクタ字型コネクタ字型コネクタ
マルチまたはY字型コネクタは、パラレル接続
によって1つのアウトプットを複数のインプット
に分配することを可能にします。アンバラン
ス、バランス、両方の回路のアウトプットでY字
型もしくはマルチの接続が可能です。

注意：マルチまたはY字型コ
ネクタが使用できるのは、1
つのアウトプットから複数
のインプットへの接続だけ
です。複数のアウトプット

を1つのインプットにまとめるにはミキサーを使
用しなければなりません。

チップ�
（センド）�

リング（イン）�

チップ（アウト）�

リング�
（リターン）�

ミキサーの�
チャンネルインサートへ�

リング（リターン）

チップ（センド）�

エフェクトの�
インプットへ

エフェクトの�
アウトプットから

Y字型インサートケーブル

Y字型スプリットケーブル
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付録付録付録付録付録 C C C C C：：：：：バババババララララランンンンンススススス接接接接接続続続続続、、、、、フフフフファァァァァンンンンンタタタタタムムムムム電電電電電源源源源源、、、、、
グググググラララララウウウウウンンンンンドドドドド、、、、、シシシシシススススステテテテテムムムムムののののの構構構構構築築築築築

実際にファンタム電源とは？

現代的マイクロフォンに使用される外部電源
ソースの代表は電池です。電池の唯一の利点
は、その出力が純粋な直流であるということで
す。そう、電池メーカーにとっての利点もあり
ました。電池は買い続けなければなりません！
チューブマイクが作動するには様々な電圧が
必要です。この話には必ずマルチコンダクター
ケーブルと非標準（XLRでない）コネクタが登場
します。チューブマイクは常に連携する外部パ
ワーサプライを必要としています。
あの伝説のU47やU87を世に送り出したノイマ
ン（Neumann）社は、1960年代後半、「ファンタム
パワーリング」と彼らが呼ぶ外部電源システムを
採用することにより、自社マイクロフォンをソ
リッドステートに変換しました。ファンタムパ
ワーリングは商標登録であるため、他社はシン
プレックスパワーリングなどとも呼んでいま
す。長年を経てその商標は一般的なものとな
り、現在ではDIN（ドイツ工業規格）45596に準拠
した電源装置を意味するようになりました（ある
いは45595だったかもしれません。ちょっと不安
です！）。
さて、何故「ファンタム（幻）」と呼ばれたので
しょう？必要な時にはそこにあり、そうでない
時にはその存在を感じさせないからです。この
テクノロジーはそれほど古いものではありませ
ん。実際ロケット科学より新しくありません。
オーディオ製品の多くがそうであるように、こ
の技術も電話会社によってもたらされました。
彼らは2本の導線から新たな付加的回路を得るた
めにファンタム電源を使用しました。事実、こ
の仕組みはファンタム電源マイクロフォンに応
用されています。
重要なことは、ファンタム電源がコンパチブ
ルな（互換性のある）システムであるということ
です。煩わされることなく、同じインプットに
ダイナミックマイク（そしてリボンマイク）とコ
ンデンサーマイクを隣り合わせて使用すること
が可能です。
技術的に、ファンタム電源はオーディオシグ
ナルが異なるモードでバランス接続されるシス
テムと言えます。交流電源には共通モードが適
用されています。オーディオはピン2とピン3を
流れ、電源はピン2とピン3を同時に行き来し、
ピン1はオーディオと電源の共通グラウンドと
なっています。

バランス接続バランス接続バランス接続バランス接続バランス接続
バランス接続は外部ノイズ（特にハム、バズ）
に対する免疫力が強く、その浸入を防ぎます。
バランス型のシステムはノイズを最小限に抑え
るので、特に長いケーブルを引き回す場合に望
まれる接続方式と言えるでしょう。アンバラン
スの長いケーブルでは、ノイズがシステムに混
入する可能性が高くなります。バランス型イン
プットを使用することは、よく長く使われるく
ねくねとした「蛇」がシステムにノイズを連れて
くることがほとんどない！ということを意味し
ます。長さに関わらず、バランス接続はベスト
の選択です。

ファンタム電源とマイクロフォンファンタム電源とマイクロフォンファンタム電源とマイクロフォンファンタム電源とマイクロフォンファンタム電源とマイクロフォン

背景

 コンデンサー（キャパシター）マイクロフォン
は、ダイナミックマイクやリボンマイクとは異
なり、自己発電できません。つまり、音波によ
る影響に反応して自力で電気信号を発生するこ
とはできません。コンデンサーマイクは、ダイ
アフラムに衝突する音波の影響を外部から供給
される電気に反映させることで信号を変化させ
ます。
ダイナミックマイクとリボンマイクは磁性体
を使用することによって音波に反応した電気を
生み出します。従って自立しています。さらに
このタイプは元来ローインピーダンスです。ダ
イナミックマイクの電極を直接ミキサーのロー
インピーダンスバランスインプットに接続する
ことが可能です。市販されている大部分のダイ
ナミックマイクではそれが可能です。
一方で、コンデンサーマイクの元来の姿は非
常にハイのインピーダンスです。どれ位でしょ
う？とっっってもハイでおよそ10億オーム（1ギ
ガオーム）です！これは、たった30センチのシー
ルドされたケーブルの本来のキャパシタンスが
マイクロフォンの出力を聴覚上明らかに減じる
ほどの高さです。そのため、すべてのコンデン
サーマイクロフォンは、インピーダンスコン
バーターを持っています。これらは内蔵された
真空管または電界効果トランジスター（FET）であ
り、マイクの電極の極めて近くに位置していま
す。インピーダンスコンバーターとマイクの電
極自体は外部電源を必要としています（注1）。

注1 非常に正確に言うと、エレクトレットのコンデン
サーマイクの場合は少々異なります。操作時にもマイク
の電極は電源を必要としません（幾分永久的に磁性化し
ます）。いずれにせよ、インピーダンスコンバーターに
は外部電源が必要です。
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パワーサプライを必要としないマイクは単に
ピン2、3とピン1の間に流れるDCの存在を無視し
ます。ピン2とピン3の間を電圧計で測ると0ボル
トのDCを確認できるでしょう。これこそダイナ
ミックマイクが見ている姿です。ピン2とピン
1、またはピン3とピン1の間を電圧計で測った場
合にはファンタム電源の電圧を読むことが可能
です。これはマイクを接続していない状態で通
常48Vです。ダイナミックマイク、そしてバラン
ス型ミキサーインプットはこの電圧を無視しま
す。
最近ではファンタム電源という語の誤用が見
られます。すべてのリモートパワーリングシス
テムを意味するように用いられますが、DINの厳
格な規定からするとこれは誤りです。加えて、
このシステムであると主張するマイクロフォン
や変換器の中にもDIN規格と互換性のないものが
あり、それらはシステムに接続すると必ずと
言っていいほど損傷します。
幸い、これらはTRS（チップ－リング－スリー
ブ）フォンプラグまたはミニXLRコネクタを使用
しています。インストゥルメントのピックアッ
プに使用されることが多いようです（注2）。
ファンタム電源はDIN標準45596またはIEC標
準268-15Aに定義されています。お使いのMackie
Designsミキサーはこの規格に準拠しています。

使用できるものは？

ファンタム電源と互換を図るためには、接続
される機器（マイクロフォン、マイクタイプのア
ウトプットを備えたプリアンプ、ダイレクト
ボックス）にバランス型でフローティングのロー
インピーダンスアウトプットが要求されます。

このことは、PAやレコーディングに広く用い
られるすべてのマイク（Shure SM58、SM57、
Electro-Voice RE-15、RE-16、RE-20、NDシリー
ズ、Beyer M160、M500、AKG D224、D12、
D112、その他）に当てはまります。
AKG C12、Neumann U47またはU67などの
チューブコンデンサーマイクをお持ちですか？
うらやましい限りです！これらはファンタム電
源に接続して構いません。それぞれの外部パ
ワーサプライにプラグインしてパワーをオンに
すれば、ファンタム電源の有無に関わらず操作
が可能です。

使用できないものは？

以下のものだけです。

1. アンバランス型マイクロフォン

2. センタータップのアウトプットにグラウンド
されたマイクロフォン：
古いリボンマイクの多くはこの方式で販売さ
れています。技術者を呼び、グラウンドをセ
ンタータップから外してください。

3. ハイインピーダンスのマイクロフォン

4. ピン2または3と、ピン1の間に漏電が認めら
れるマイクロフォン：
これらのマイクにファンタム電源が流れると
パチパチした音を生じます。電源を切ると正
常に動作します。マイクを修理に出してくだ
さい。

注2 他にもA-BまたはTシステムとよばれるリモート
電源システムが存在します。ピン2とピン3を用いて電
源とオーディオ信号を運びます。ダイナミックマイク
やファンタム電源マイクと互換性はありません。

マイク出力がバランスであり、フローティング
である場合には心配しないでください。

DIN 45 596規格に準拠しないものは接続しない
でください。

A-BまたはTシステムのマイク（他のリモート電
源システム）を適切なアダプタなしに接続しな
いでください。

ファンタム電源の注意事項ファンタム電源の注意事項ファンタム電源の注意事項ファンタム電源の注意事項ファンタム電源の注意事項
してください。 しないでください。

コンデンサーマイクロフォンをプラグインする
前に、ファンタム電源対応製品であることをご
確認ください。

マイクの出力がローインピーダンス、バラン
ス、フローティングであることも確認してくだ
さい。特にビンテージリボンマイクに重要です
（RCA 44BXや77DXなど）。

ファンタム電源のスイッチをオンまたはオフに
するとき、マイクを接続または取り外しすると
きには、サウンドシステムをミュートしてくだ
さい。大音量のポップノイズが生じる可能性が
あります。
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システム構築時の注意点システム構築時の注意点システム構築時の注意点システム構築時の注意点システム構築時の注意点
サウンドシステムを所定の場所に設置する場
合、今後の作業を簡単にするために、そして思
い通りの操作を行うために、今できることが沢
山あります。たとえ、今設置を行わなくても、
色々な状況で必ず役に立つことを以下に記して
おきます。

1. ケーブルを長く引き回す場合には、ホイル
シールドのスネークケーブルを使用しましょ
う。両端を注意深く仕上げ、露出部分をでき
るだけ小さくします。むき出しのホイルシー
ルドはシュリンクスリーブやPVCスリーブで
保護します。隣接したシールドが互いに接触
しないように（電気的に）してください。ドレ
インワイヤー（ピン1に接続）には絶縁スリー
ブを使用してコネクターシェルに触れないよ
うにしてください。

2. XLRコネクタシェルをXLRコネクタのピン1
に接続しないでください（RFIシールドが必要
な場合を除く）。グラウンドループを招くこ
とになります。

3. スピーカーケーブルとAC電源ケーブルが、
マイクケーブルと物理的に十分離れるように
してください。

4. フロアポケットを使用する場合、インプット
とスピーカーに別個のものを用意してくださ
い。またはボックスの反対側になるようにコ
ネクタを設置して別個にシールドされるよう
にしてください。

5. スピーカーのケーブルを屋外でのばす場合
は、ツイストペアケーブル（30センチに6回は
巻いてあるもの）を使用します。あるいは専
用のパイプに通します（もちろんパイプは持
ち運びに不便で実用的なものではありません
が・・・）。

6. パワーアンプとスピーカーとの距離を可能な
限り小さくします。

7. スピーカーにはヘビーゲージのよれたワイ
ヤーを使用しましょう。理想的なワイヤーの
抵抗値は負荷インピーダンスの6%（0.5dBの電
力損失）以下です。実際の流れは物理的長さ
の倍となることを思い出してください。以下
参照。

電力損失0.5dBワイヤーの最大長さ
（フィート）

wire res.per 2 4 8
gauge 1000 ft. Ω Ω Ω

10 1.00 60 120 240

12 1.59 40 75 150

14 2.5 24 48 95

16 4.02 15 30 60

8. 電気システムのセーフティーグラウンドにス
ターグラウンドシステムが使用されているこ
とを電気技師に確認してください。すなわ
ち、オーディオシステムのすべてのグラウン
ドが物理的に同じポイントで終端となってい
るべきです。 他のグラウンドがこのグラウン
ドシステムに触れないようにしてください。

9. AC電源が同じトランスフォーマーに接続さ
れていること、そして理想的には同じサー
キットブレーカーに接続されていることが望
まれます。

10. 外を歩いてみましょう！水平線が見えます
か？それともラジオタワーが見えますか？電
波障害の原因となり得るものを探り、システ
ム構築に先立ち対処法を考えましょう。周波
数、送信パワーなどを調べてみましょう。放
送局に電話することで情報を手に入れること
ができます。多くの放送局は、夜になるとア
ンテナがカバーするパターンや送信パワーを
変更するということも覚えておきましょう。

11. ハードウェアショップの減光装置を使用しな
いでください。

12. ステージなどの状況では、マイク入力を確保
するようにしましょう。このような場所でラ
イン入力を準備すると間違いの元となりま
す。すべてのソースがマイクとして扱える準
備をしておきます。

13. コンソールから少し離れた場所では、すべて
の接続をバランス（少なくともインピーダン
スバランス）にしてください。

14. アンプをブリッジ接続する場合、スピーカー
コネクタに1/4インチフォンプラグを使用しな
いでください。

グググググラララララウウウウウンンンンンドドドドド（（（（（アアアアアーーーーーススススス）））））
オーディオシステムでのグラウンドは、製品
の安全とノイズの削減という2つの目的を持って
います。電源コードの3本目のワイヤーは製品の
安全のために存在するものです。抵抗の低い戻
り道を用意することにより、製品とユーザを電
気ショックから守っています。セーフティーグ
ラウンド（3本目のワイヤー）を通る抵抗は、人体
を通るよりも小さくなければなりません。この
接続を無効にしてしまうと（ピンを壊したり、切
断したり、地上げしたり？） 、グラウンドへの経
路が存在しなくなり危険が生じます。
製品の金属のシャーシ、様々なコネクタによ
るグラウンド接続、ケーブル内部のシールド、
これらはノイズ信号にとって可能性の少ない場
所です。最終的な目標は、信号回線よりもイン
ピーダンスの低いグラウンド経路を作ることで
す。そうすることによって、ハムノイズやバズ
ノイズ、その他の異質な非オーディオ信号を最
小限にすることが可能になります。
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さあ、フィナーレです。映画のようにキャス
トのクレジットを流しましょう。このマニュア
ルはRon Kolihaのスケッチをもとに、四方のとっ
ておきの話を織りまぜ、Jeff Gilbertが書き上げま
したが、Mackieの伝説的テクニカルサポートス
タッフの手によって校正されて随分堅苦しく
なってしまいました。マニュアルは古いPCと安
価なワープロソフトで作られ、Mackieの悪名高
い広報スタッフ（はっきり言うとBecky Priebe）が
操作する巨大な1000ギガ位のマッキントッシュ
によってこのような驚くべきものへとコンバー
トされました。文章に何か誤りを見つけたら、
どうかお気軽にお知らせください。最後までお
読みくださり、本当にありがとうございまし
た。
Mackie Designsは、新しく改良された材料や部
品、製造過程を取り入れることにより、
常に製品をより良いものとする努力をしていま
す。そのためこれらの仕様は予告なしに変更さ
れることがあります。

MackieMackieMackieMackieMackie記念記念記念記念記念TTTTTシャツシャツシャツシャツシャツ
私達のミキサーで創造された音楽を聞かせて
ください。もし1604-VLZ PROでトラックまたは
ミックスを完成されたCDが商業的にリリースさ
れた場合、ディスクとMackieのTシャツを交換し
ましょう！ ここで言う商業的とは、「セールスを
目的とした」という意味です。近くのカラオケ店
の入り口で販売しているものでも構いません。
ただ手書きのカバーはご遠慮ください。よろし
くお願いします。また、もしCDについてのお話
や写真などを同封して頂いた場合、月刊の
ニュースレターに記事を掲載することも検討い
たします。CDを送って100%コットンMackie記念
Tシャツをゲットしましょう！宛先はこちら：

Mackie Designs
FREE T-SHIRT OFFER

attn: Communications Department
16220 Wood-Red Rd. NE
Woodinville , WA 98072

Mackieの「走る男」のフィギュア、VLZ、XDRは、Mackieの商標または登録商標です。本書のその他のブ
ランド名はそれぞれの権利者の商標または登録商標であり、ここに承認されています。

© 1999 Mackie Designs Inc. All rights reservedAll rights

多くの権威ある人々は、「シールドは一方の端
でのみ接続されるべきである」と言います。これ
は時には正しいかもしれませんが、99%のオー
ディオシステムには必要ありません。すべてを
正しく行えば、オーディオシステム機器の接続
すべてに、簡単に手に入る大量生産された標準
ケーブルを使用しても構いません。
以下にガイドラインをいくつか示します：

1. ステージへの返しはバランスにしてくださ
い。少なくともインピーダンスバランスにし
てください。 ラインをバランスにするために
は、バランスアウトプットを備えたイクイッ
プメントをインサートするだけです。

2. ミキサーやそれに関係するイクイップメント
には、独自の電源をステージから取りましょ
う。あなたのことを思って用意されたすぐ側
の「便利なコンセント」は使用しないでくださ
い。それがどのように接続されているのか、
グラウンドがどうなっているかなどが不明で
す。

3. 品揃えの豊富なハードウェアショップで入手
できるアウトレットテスターを携帯しましょ
う。プラグインしようとするアウトレットが
正しく接続されているかを確認してくださ
い。保険としては随分安いものです。

4. 沢山の機材を搬入し、例えば他の機器の電源
供給部に直接接続する必要がある場合、電圧
計を用いてラインの電圧が正しいかを確認し

てください。それからアウトレットテスター
を使用します。オーディオ機器を接続する前
に行ってください。120Vの機材は、ほんのわ
ずかでも220Vにさらしたくありません。

5. 巻いてあるケーブルはハムノイズを拾いやす
くなります。長すぎるケーブルは全部の巻き
取りを解いて、余分なものを巻かずにどこか
にしまいましょう。

6. ステージへ、またはステージからアンバラン
スの配線をしないでください。インピーダン
スの問題ではありません。アンバランスだか
らです。ダイレクトボックスを使用してアン
バランスの音源をマイクのように扱うのがい
いでしょう。

7. 非常にまれですが、ステージからアンプラッ
クへの各リターンに1：1または絶縁トランス
をインサートしなければならない場合があり
ます。

8. 電源コードの第3のピンを切断しないでくだ
さい。常にグラウンドリフトアダプタを携帯
し、従来の2ピンコンセントに差し込む場合
に使用してください。

9. ケーブルを束ねる場合、ACコードとオー
ディオケーブルを一緒にすることはおやめく
ださい。別々に束ねましょう。

10. それでもまだシステムノイズが「ハミング」し
ているなら、そろそろ歌詞を教えてあげなけ
ればなりません！



PAN

AUX

3

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PRE PRE PRE PRE PRE PRE PRE PRE

TRIM 1 2 3 4 5 6 7 8

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

OL

-20

OL

-20

OL

-20

OL

-20

OL

-20

OL

-20

OL

-20

OL

-20

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

P

A

3

E

4

TRIM TRIM TRIM TRIM TRIM TRIM TRIM T

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

+15-15

U

+15-15

800

2k200

8k

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW
100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

2

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

1
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

2
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

3
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

4
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

5
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

6
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

7
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

8
MUTE

L

18

MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV

L R L R L R L R L R L R L R L R

OO OO OO OO OO OO OO OO

Session:

NOTES:

Date:

UUUUUUUU

1604-VLZPRO
16-CHANNEL MIC/LINE MIXER

WITH PREMIUM XDRTM MIC PREAMPLIFIERS

®



UTILISE UN FUSIBLE DE RECHANGE DE MÊME TYPE. DEBRANCHER AVANT DE REMPLACER LE FUSIBLE

4 3 2 1

INSERT INSERT INSERT

LINE

INSERT

MIC 4 MIC 3 MIC 2 MIC 1

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

LINELINELINE

OO +6

PHANTOM
ON

POWER
ON

    120 VAC 50/60 Hz 20W
1A/250V SLO-BLO

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5

MIC 16

INSERT INSERT INSERT INSERT INSERT INSERT INSERT INSERT INSERT INSERT INSERT INSERT

MIC 15 MIC 14 MIC 13 MIC 12 MIC 11 MIC 10 MIC 9 MIC 8 MIC 7 MIC 6 MIC 5

SUB OUTC-R OUTMAIN INSERT
(TIP SEND

RING RETURN)

TAPE TAPEMAIN OUT AUX SEND DIRECT OUTAUX RETURN

3

R

L

MONO

R R R
R

L

R

L

R

L

R

L

L L L

1

4 2

51234 3 1

6 4 2

7 5 3

8 6 4

1

2

BAL/UNBAL BAL/UNBAL BAL/UNBAL BAL/UNBAL BAL/UNBAL BAL/UNBALINPUT OUTPUT

R

L
(MONO)(MONO)(MONO)

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

BAL
UN-
BAL

LINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINELINE

TO REDUCE THE  RISK OF
FIRE REPLACE WITH SAME 

TYPE FUSE AND RATING

CAUTION:

CONCEIVED, DESIGNED, AND MANUFACTURED BY MACKIE DESIGNS INC • WOODINVILLE • WA • USA • MADE IN USA • FABRIQUE AU USA • COPYRIGHT ©1998 • THE FOLLOWING ARE TRADEMARKS OR  REGISTERED TRADEMARKS OF MACKIE DESIGN INC.: "MACKIE",  "VLZ", AND THE "RUNNING MAN" FIGURE •  US PATENT NUMBER 29/049,129
XDRTM EXTENDED DYNAMIC RANGE MIC PREAMPLIFIERS ARE PROPRIETARY TO MACKIE DESIGNS, INC.

XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE XDR MIC PRE

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

PRE PRE PRE PRE PRE PRE PRE PRE

9 10 11 12 13 14 15 16

SOLO

L -   R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

SOLO

L - R

3–4

1–2

OL

-20

OL

-20

OL

-20

OL

-20

OL

-20

OL

-20

OL

-20

OL

-20

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3 5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

PAN

AUX

3

EQ

5

4 6

5/6
SHIFT

TRIM TRIM TRIM TRIM TRIM TRIM TRIM TRIM

TRACK

8
TRACK

7
TRACK

6
TRACK

5
TRACK

4
TRACK

3
TRACK

2
TRACK

1

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

+15-15

800

2k200

8k100

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

9
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

10
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

11
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

12
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

MID MID MID MID

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

13
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

14
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

15
MUTE

U

OO +15

U

+15-15

U

U

+15-15

12k
HI

80Hz

LOW CUT
75 Hz

18dB/OCT

LOW

U

OO +15

16
MUTE

MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV
MIC GAIN

0 60
+15dB -45dB

-10dBV

L R L R L R L R L R L R L R L R

OO OO OO OO OO OO OO OO

AUX
SEND

STEREO AUX RETURN

EFFECTS TO
MONITORS

TO AUX
SEND 2

TO AUX
SEND 11

2

PWRPHAN

SOLO

SOLO

1

2

1

2

3

4

1

2

C-R / PHNS
ONLY

RETURNS
SOLO

MAIN MIX
TO SUBS

ASSIGN OPTIONS

1–2
3–4

U

OO +20

U

OO +20

U

OO +15

U

OO +15

U

OO +20

U

OO +20

U

OO +10

U

OO +10

LEFT RIGHT

PHONES

LAMP

12V
0.5A

TAPE IN

SOLO

RUDE
SOLO
LIGHT

CTL ROOM / PHONES

SUBS 3–4

SUBS 1–2

MAIN MIX

CTL ROOM
SOURCE

TAPE TAPE TO
MAIN MIX

MAIN
MIX

RIGHT

1 2 3 4

LEFT

RIGHT

LEFT

RIGHT

LEFT

RIGHT

LEFT

28

10

7

4 

2

2

0

4

7

10

20

30

ASSIGN TO MAIN MIX

LEVEL
SET

MODE

 (AFL)
LEVEL SET
NORMAL

(PFL)

U

OO +20

OO

OOMAX

0 dB=0 dBu

MAX

dB

30

20

10

OO

40
50

5

5

U

60

10

dB

30

20

10

OO

40
50

5

5

U

60

10

UUUUUUUU 1604-VLZPRO
16-CHANNEL MIC/LINE MIXER

WITH PREMIUM XDRTM MIC PREAMPLIFIERS



ワシントンの

Woodinville工場で

設計、組立、販売、

そしてサポートに

力を尽くしてくれた

素晴らしい人々

®

®

®

™

Mackie Designs Inc. 日本支社Mackie Designs Inc. 日本支社
〒102-0082 東京都千代田区一番町17-6 一番町MSビル4F

TEL:03-3556-6201 FAX:03-3239-8466
http://www.mackie.com/

E-mail: Sales.Japan@mackie.com


	目　次
	レベル設定の手順  
	簡単なミキシング 
	接続例 
	ラックにマウント 
	パッチベイの詳細
	E-Zインターフェース 
	 チャンネルのMIC/LINEインプット  
	 MIC インプット 
	 ファンタム電源  
	 LINE 入力 
	 TRIM  
	 INSERT 
	 DIRECT OUT 
	 スプリットモニタリング 
	 AUX SEND アウトプット 
	エフェクト接続： シリアル vs パラレル 
	 AUX RETURN インプット 
	 SUB OUT  
	 C-R OUT（コントロールルームアウト） 
	 PHONES アウトプット 
	 TAPE OUTPUT 
	 TAPE INPUT 
	 MAIN INSERT 
	 MAIN OUTS  
	 MONO OUTPUT 
	 MONO LEVEL 
	 電源コード 
	 ヒューズ 
	 POWER スイッチ 
	 POWER LED 
	 PHANTOM スイッチ 
	 PHANTOM LED 
	 BNC LAMP ソケット 

	チャンネルストリップの詳細 
	 「U」のマーク （ユニティーゲイン） 
	 FADER （フェーダー） 
	アサインスイッチ（1-2、3-4、L-R） 
	 SOLO 
	 -20（ソロ）LED 
	 OL（ミュート）LED 
	 MUTE スイッチ 
	 PAN ノブ 
	 3バンド、MIDスイープEQ 
	 LOW CUT  
	 AUX 1から4 
	 PRE スイッチ 
	 5/6 SHIFT 

	アウトプットセクションの詳細
	 MAIN MIX フェーダー 
	 VLZ 設計構造 
	 SUBGROUP フェーダー 
	 ASSIGN TO MAIN MIX スイッチ 
	 TAPE IN （レベル） 
	 TAPE TO MAIN MIX 
	 SOURCE マトリクス  
	 CTL ROOM/PHONES 
	 MODE スイッチ NORMAL (AFL)/LEVEL SET (PFL) 
	 LEVEL SET LED 
	 SOLO (LEVEL) ノブ 
	 RUDE SOLO LIGHT 
	 メーター 
	  AUX について 
	 AUX SENDS（マスター）ノブ 
	 AUX SEND SOLO スイッチ 
	 AUX RETURN （レベル）ノブ 
	 MAIN MIX TO SUBS (AUX RET 3) 
	 1-2/3-4 (AUX RET 3) 
	 C-R/PHNS ONLY (AUX RET 4) 
	 RETURNS SOLO スイッチ 

	仕様変更 
	ブロックダイアグラム 
	GAIN ダイアグラム 
	製品仕様 
	サポート情報 
	付録 A：用語集 
	付録 B：接続 
	付録 C：バランス接続、ファンタム電源、 グラウンド、システムの構築 


